
広報とちぎ　12月号　　　　　　　　　　　　　  2012（平成 24）年 11 月 20 日　発行1

栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

歌麿一行が江戸から舟に乗って訪れたとの設定の船上絵巻「歌麿道中」の一場面。
（「歌麿まつり」のイベントから 10 月 20 日（土）、巴波川幸来橋付近で）

栃木市の人口

“地域力”で未来を担う子どもたちを育む
　
「
オ
ー
ル
栃
木
」
で
ま
ち
づ
く

り
に
臨
ん
だ
平
成
24
年
も
、
い
よ

い
よ
あ
と
ひ
と
月
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
た
嘉
右
衛
門

町
地
区
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
た
渡
良
瀬
遊
水
地
な

ど
、
ま
さ
に
市
民
や
市
民

団
体
、
企
業
等
の
力
が
結

集
し
た‶

地
域
力
″
で
、

世
界
に
、
全
国
に
誇
れ
る

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
少

し
ず
つ
、
し
か
し
着
実
に

実
を
結
ん
で
き
ま
し
た
。

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
対
し
て
も
、
今
年
４

月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
と
ち
ぎ
未
来
ア

シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
」
事
業
に

よ
り
、
地
域
が
学
校
の
応

援
団
と
な
り
、
市
民
や
企

業
等
の
皆
さ
ん
も
加
わ
っ

て
、
多
く
の
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
活
動
を
重

ね
る
た
び
に
子
ど
も
た
ち

と
市
民
の
皆
さ
ん
に
笑
顔

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト

ネ
ッ
ト
は
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る

力
」
を
育
み
、
地
域
の
中
の
結
び

付
き
を
更
に
強
め
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
２
面
に
関
連
記
事
）
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ふるさとの風土で育む人づくり・まちづくり
と ち ぎ 未 来 ア シ ス ト ネ ッ ト

 　本市では、次世代を担う子どもたちに人生の礎となる生きる力を育むため、
学校・家庭・地域の連携・協力による地域ぐるみの子育て（とちぎ未来アシス
トネット）を進めています。 市内の多くの学校で、子どもたちの学びを支援す
るボランティア活動が行われ、成果をあげています。 

　
「
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が

わ
た
し
た
ち

の
活
力
に
な

り
ま
す
。」

　

今
年
も
多
く
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
、
学
校
の
活
動
を
支

援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
地
域
の

古
老
に
よ
る
郷
土
の
歴
史
・
文

化
の
話
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

長
等
に
よ
る
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
の
話
、
ま
た
読
み
聞
か
せ
や

き
め
細
か
な
指
導
を
支
援
す
る

た
め
の
学
習
補
助
、
さ
ら
に
は

遊
具
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
花
壇
の

手
入
れ
等
の
環
境
整
備
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
は
、
自
分
の
専
門
や
特
技
、

さ
ら
に
は
公
民
館
の
講
座
や
発

見
の
森
セ
ミ
ナ
ー
等
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
活
動
に
協
力

し
て
く
れ
た
り
、
時
間
に
都
合

を
つ
け
ら
れ
る
方
が
友
達
と
一

緒
に
気
軽
に
参
加
し
て
く
れ
た

り
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
最
後
に
は
、
子
ど
も

た
ち
と
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

互
い
に
感
想
を
発
表
し
、
交
流

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

と
ち
ぎ
未
来

ア
シ
ス
ト
ネ
ッ

ト
事
業
は
、
原

則
中
学
校
区
を

単
位
と
し
、
９

つ
の
エ
リ
ア
（
栃
木
中
央
、
東

陽
、
皆
川
、
吹
上
、
寺
尾
、
大

平
、
藤
岡
、
都
賀
、
西
方
）
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
エ
リ
ア
で
は
、
公
民
館
を
拠

点
と
し
な
が
ら
、
学
校
間
の
連

携
・
協
力
を
図
り
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
学
校
の
校
長
先
生
や
地

域
の
代
表
者
等
に
よ
る
地
域
教

育
協
議
会
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
原
則
各
学
校
に
１
人
の
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

　

今
年
の
夏
、

国
の
中
央
教

育
審
議
会
委

員
で
あ
り
青

森
中
央
学
院

大
学
教
授
で

も
あ
る
高
橋
興
先
生
の
講
演
会

が
栃
木
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
先
生
は
と

ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
、「
子
ど
も
の
た
め
で

あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
学

校
を
活
動
の
場
と
し
、
そ
こ
を

拠
点
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
つ
な
が
る
も
の
」
と
い

う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
子
ど
も

た
ち
を
育
む
こ
と
に
関
わ
る
こ

と
を
通
し
て
、
地
域
の
中
の
人

と
人
と
の
間
に
強
い
絆
が
生
ま

れ
、
み
ん
な
が
幸
せ
に

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
が

推
進
で
き
る
と
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
た
方
か
ら
、「
公

民
館
に
行
け
ば
、
今
日

は
地
域
の
だ
れ
が
学
校

に
行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
か
が
分

か
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
で
す
ね
」
と
い
う
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

に
か
か
わ
り
、
皆
が
そ

の
情
報
を
共
有
す
る
と

を
深
め
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、

子
ど
も
た
ち
は
感
謝
と
尊
敬
の

念
を
も
ち
、
地
域
の
皆
さ
ん
は

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
っ
て
が

ん
ば
る
こ
と
な
ど
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
子

地
域
の
人
材
の
情
報
を
収
集
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
探
し
た
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
協
力
で
き
る
人
の
情
報
を

学
校
に
伝
え
た
り
し
ま
す
。
時

に
は
学
校
の
先
生
や
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
談
に
乗
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
さ

ん
は
、
研
修
を
受

け
て
、
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
47
人
の

地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
活

躍
に
よ
り
、
地
域

の
す
ば
ら
し
い
人

材
や
豊
か
な
自

然
・
歴
史
・
文
化

等
が
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
に
生
か

さ
れ
る
機
会
が
と

て
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス

ト
ネ
ッ
ト
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
エ
リ
ア
の
代
表
者
に
よ
る

推
進
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト

ネ
ッ
ト
は
、
本
市
教
育
の
柱
と

な
る
事
業
で
、
す
べ
て
の
小
中

学
校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
広
が
る

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
に
よ
る

未
来
の
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

い
う
仕
組
み
づ
く
り
は
と
て
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、学
校
と
地
域
、

公
民
館
と
地
域
、
そ
し
て
学
校

と
公
民
館
が
固
い
絆
を
結
び
、

と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト

に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
を

着
実
に
実
施
し
、
未
来
を
築
く

人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
合
先　

 

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
21
‐
２
７
３
１

 

◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
と
ち
ぎ
11
月
号
『
文

化
芸
術
の
お
知
ら
せ
』（
12

ペ
ー
ジ
）
の
都
賀
文
化
会
館

ハ
ー
ト
ホ
ー
ル
「
北
島
三
郎

コ
ン
サ
ー
ト
」
の
記
事
中
に

料
金
「
７
，
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）」
と
あ
り
ま
し
た

が
「
７
，
０
０
０
円
（
全
席

指
定
）」
の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

都
賀
文
化
会
館

　
　
　
　

☎
27
‐
８
８
５
５

定
例
教
育
委
員
会
開
催

　

12
月
の
定
例
教
育
委
員

会
を
12
月
25
日
（
火
）
14

時
か
ら
吹
上
公
民
館
（
吹

上
町
）
で
開
催
し
ま
す
。

教
育
総
務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

▲図工の紙飾り活動を支援するボランティア

▶
研
修
を
受
け
る
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

▲地域の史跡をめぐり、学びを深める市民

▲活動拠点となるボランティアルーム

▲放課後に勉強を教えるボランティア

ど
も
た
ち
の
応
援
団
で

す
。
一
つ
の
活
動
が
互

い
の
心
を
結
び
、
活
動

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

人
と
人
と
の
絆
が
広
が

り
ま
す
。

　

と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス

ト
ネ
ッ
ト
事
業
に
よ
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
更
な
る
充
実

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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斎場整備について

No. ５

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。今回は
斎場整備計画についてお話しします。
　栃木市の現在の斎場は、昭和 54 年
に建設されてから 33 年が経過し、建
物や設備がかなり老朽化してまいりま
した。
　また、火葬炉は５基しかなく、駐車
場も 30 台程度しか駐車できません。
合併によって人口も今や約 14 万 7 千
人、岩舟町との合併後は約 16 万 4 千
人となる栃木市にとって、現在の斎場
では、あまりにも小さすぎます。平
成 23 年度の火葬件数は、1 日平均約
6 件ですが、利用件数は増えることは
あっても減ることはありません。新生
栃木市にとっては、斎場整備は喫緊の
重要課題です。
　そこで、本年 7 月に市役所内に「斎

場整備室」を設置し、本
格的に斎場再整備の検討
に着手しました。平成 24
年度は、「斎場再整備基本構想及び基
本計画」を策定し、その上で、今後 5
年間を目途に、新斎場を建設して行き
たいと考えております。
　斎場は、ややもすると迷惑施設と捉
えられがちですが、現在の設備は煙が
出たり、臭いがするわけではなく、自
然の佇まいの中に静かに建っている様
は気高い感じすら与えます。決して迷
惑施設ではないと思います。
　人は必ず、いつかは亡くなります。
この世に生を受けて人生を全うし、最
後に黄泉の国に旅立って行きます。そ
のように市民が安心して旅立って行く
ことのできる人生終えんの場所を用意
することは栃木市の役目だと思いま
す。
　皆さまにおかれましては、どうかこ
の斎場再整備計画にご理解を頂き、ご
支援賜りますようお願いします。

　

第
19
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
本

市
か
ら
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
瑞
宝
双
光
賞
】

　
　
　

飯
塚　

啓
一
（
皆
川
城
内
町
）
消
防
功
労
（
敬
称
略
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

災
害
復
旧
費
補
助
金
の

対
象
拡
大
に
つ
い
て

　

７
月
17
日
に
市
内
で
発
生
し

た
突
風
に
よ
る
被
害
へ
の
補
助

金
の
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
受
け
た
個
人

の
方
で
、
申
請
さ
れ
て
い
な
い

方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
補
助
対
象　

①
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
が
所
有
す
る
住

宅
又
は
農
業
用
施
設
の
復
旧
費

用【
拡
大
内
容
】
②
市
内
に
事
業

所
を
有
し
て
事
業
を
営
む
者
が

所
有
す
る
事
業
所
、
店
舗
等
の

復
旧
費
用

※
①
②
と
も
に
10
万
円
以
上
の

復
旧
工
事
費
が
対
象
で
す
。

◆
補
助
率　

復
旧
費
用
の
２
分

の
１

◆
限
度
額　

10
万
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
工
事
の
明
細
書
又
は
見
積
書

の
写
し

②
工
事
を
行
う
住
宅
等
の
現
況

又
は
工
事
の
予
定
個
所
の
写
真

③
り
災
証
明
書
又
は
修
繕
証
明

書◆
受
付
期
間　

平
成
25
年
３
月

29
日
（
金
）
ま
で

 

消
防
防
災
課 
☎
21
‐２
７
０
３

　

本
市
の
教
育
施
策
を
計
画
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、「
栃
木
市
教
育
計
画
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
教
育
行
政
が
目
指
す
基

本
的
な
方
向
性
及
び
５
年
間
の

教
育
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
た
計
画
（
案
）
で
す
。

　

こ
の
計
画
（
案
）
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
限
】
12
月
21
日(
金)

必
着

【
対
象
者
】
①
市
内
に
お
住
ま

い
の
方
②
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
、
法
人
等
③
市
内

在
勤
、
在
学
の
方
④
市
税
の
納

税
義
務
者
⑤
市
施
策
に
利
害
関

係
を
有
す
る
方

【
閲
覧
場
所
】
本
庁
教
育
総
務

課
（
別
館
２
階
）
▽
市
情
報
セ

ン
タ
ー
（
本
庁
舎
３
階
）
▽
栃

木
・
大
宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺

尾
・
国
府
・
大
平
・
藤
岡
・
都

賀
・
西
方
の
各
公
民
館
及
び
教

育
支
所
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
提
出
方
法
】
閲
覧
場
所
に
あ

る
提
出
用
紙
、
又
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
直
接
提
出　

本
庁
教
育
総
務

課
（
別
館
２
階
）
▽
栃
木
・
大

宮
・
皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国

府
・
大
平
・
藤
岡
・
都
賀
・
西

方
の
各
公
民
館
及
び
教
育
支
所

○
郵
送　

〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
記
入
不
要
）
教
育
総
務

課
あ
て
○
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
‐
７
０
５
９

○
メ
ー
ル kyoum

u02@
city.

tochigi.lg.jp

【
そ
の
他
】
提
出
さ
れ
た
意
見

等
は
、
内
容
を
整
理
の
上
、
後

日
公
表
し
ま
す
（
個
人
情
報
は

除
く
）。
な
お
、
個
別
の
ご
意

見
へ
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

教
育
総
務
課 

☎
21
‐２
７
１
６

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

市
総
合
計
画
基
本
構
想
（
素

案
）・
基
本
計
画
（
骨
子
案
）

市
行
政
改
革
大
綱
・

財
政
自
立
計
画
（
素
案
）

◇
意
見
の
提
出
状
況

・
３
人
（
14
件
）

◇
主
な
意
見
の
内
容　

・
基
本
構
想
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
つ
い
て

・
基
本
構
想
の
地
域
の
姿
に
つ

い
て

・
各
施
策
の
取
り
組
み
内
容
等

の
提
案
に
つ
い
て　
　
　
　

等

◇
市
の
考
え
方　

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
等
の
内
容
を
踏
ま
え
、

栃
木
市
総
合
計
画
を
策
定
し
て

い
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
閲
覧
場
所
等　

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
総
合
政
策
課
、
及
び

各
総
合
支
所
地
域
ま
ち
づ
く
り

課◇
公
表
期
間　

12
月
20
日（
木
）

ま
で

 

総
合
政
策
課 

☎
21
‐２
４
０
４

◇
意
見
の
提
出
状
況

・
２
人
（
12
件
）

◇
主
な
意
見
の
内
容

・
単
年
度
会
計
の
見
直
し

・
特
別
会
計
の
取
組
み

・
歳
出
の
抑
制
に
つ
い
て　

等

◇
市
の
考
え
方　

寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
等
の
内
容
を
踏
ま
え
、

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
ま

い
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◇
閲
覧
場
所
等　

市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

（
総
務
課
）、
及
び
各
総
合
支
所

の
地
域
ま
ち
づ
く
り
課

◇
公
表
期
間　

12
月
20
日（
木
）

ま
で

 

総
務
課 

☎
21
‐
２
３
１
２

JR
大
平
下
駅
前
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
選
挙
人
名
簿
縦
覧

　

小
山
栃
木
都
市
計
画
事
業
Ｊ

Ｒ
大
平
下
駅
前
土
地
区
画
整
理

審
議
会
委
員
選
挙
（
平
成
25
年

１
月
27
日
（
日
）
執
行
）
の
選

挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す
。

◇
縦
覧
期
間　

12
月
７
日（
金
）

～
20
日
（
木
）
８
時
30
分
～
17

時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

◇
縦
覧
場
所　

都
市
建
設
課

（
別
館
２
階
）

名
簿
の
登
載
者
は
、
Ｊ
Ｒ
大
平

下
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
施

行
地
区
内
の
土
地
所
有
者
や
借

地
権
者
で
す
。

都
市
建
設
課
☎
43
‐
９
２
１
５

印
刷
機
１
台
と
寄
付
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

中
村
和
男
様
（
都
賀
町
）
か

ら
、市
民
活
動
推
進
の
た
め
に
、

印
刷
機
１
台
と
寄
付
金
で
合
わ

せ
て
１
０
０
万
円
相
当
の
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
印
刷

機
は
、
と
ち
ぎ
市
民
活
動
推
進

セ
ン
タ
ー
く
ら
ら
に
て
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
た
め
、
寄
付
金
に

つ
い
て
は
「
市
民
協
働
ま
ち
づ

く
り
フ
ァ
ン
ド
」
の
財
源
と
し

中村さん（写真㊧）から寄付を
受け取る鈴木市長

栃
木
市
教
育
計
画
（
案
）

パ
ブ（

意

見

　

提

案

）

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

・

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。地

域
ま
ち
づ
く
り
課

☎
21
‐
２
２
４
９

建
物
の
新
築
・
増
築
・

滅
失
連
絡
の
お
願
い

　

固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

は
、
毎
年
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
、
課
税
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
中
に
建
物
を
新
築
・

増
築
・
滅
失
（
取
り
壊
し
）
を

し
た
場
合
に
は
、
平
成
25
年
度

の
税
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
建
物
の
不
動
産
登
記
を

変
更
し
て
い
な
い
場
合
や
不
動

産
登
記
を
し
て
い
な
い
建
物
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
所
在

す
る
地
域
の
資
産
税
担
当
へ
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

資
産
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
７

 

税
務
課 

☎
43
‐
９
２
０
８

 

税
務
課 

☎
62
‐
０
９
０
２

 

税
務
課 

☎
29
‐
１
１
０
１

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

  

☎
92
‐
０
３
０
５
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い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

【
１
０
０
歳
を
迎
え
る
方
】

高田キヨシ
（都賀町平川）

田村　フサ
（藤岡町藤岡）

塚原　利子
（大平町上高島）

山本　ハル
（湊町）

増山　ナカ
（野中町）

栗原マツノ
（大平町富田）

金子　ムメ
（志鳥町）

玉野　いし
（藤岡町藤岡）

富田　ハル
（大平町下皆川）

熊倉　善
（境町）

佐柄　イネ
（田村町）

須藤　しも
（万町）

新村　なか
（大平町北武井）

渡辺　コト
（都賀町家中）

渡辺　文造
（都賀町原宿）

野原　カネ
（大平町富田）

岸　シゲミ
（泉川町）

荒川　ヨシ
（田村町）

藤掛　トキ
（箱森町）

仲川　ハツ
（大宮町）

登山　明子
（西方町金崎）

鈴木　忠造
（都賀町木）

増田　定次
（大平町西野田）

木村　スイ
（皆川城内町）

藤沼　シマ
（箱森町）

芹澤　豊
（川原田町）

鈴木　セツ
（神田町）

日向野ミツ
（都賀町木）

飯田甚一郎
（大平町伯仲）

須藤　タカ
（富士見町）

金賀　キミ
（今泉町）

斉藤　春枝
（西方町金崎）

野中　サク
（川原田町）

福地　マツ
（藤岡町藤岡）

熊倉　サク
（大平町川連）

荒川　コト
（日ノ出町）

大貫　ハル
（梓町）

【
市
内
最
高
齢
者
】

都市計画変更に関する公聴会及び縦覧

　小山栃木都市計画区域における「土地区画整理事
業の決定に関する都市計画の構想」及び「千塚産業
団地地区計画の決定に関する地区計画の原案」に関
する公聴会を実施します。
　なお、この構想及び原案について意見等のある方
は、市長に意見申出書を提出することができ、希望
があれば、公聴会で公述人として意見を述べること
ができます。（公述を希望する場合はあらかじめ意
見申出書を提出する必要があります。）
　また、公聴会に先立ちまして、この都市計画の構
想及び地区計画の原案を縦覧します。
◇都市計画の名称
　①土地区画整理事業の決定に関する都市計画の構想
　②地区計画の決定に関する地区計画の原案
◇対象となる区域
　栃木市千塚町及び尻内町のそれぞれの一部
◇公聴会の日時及び会場
　12 月 18 日（火）19 時～吹上公民館（吹上町）
◇意見申出書の提出期間　
　①都市計画の構想：11 月 22 日 ( 木）～ 12 月６
　日（木）まで
　②地区計画の原案：11 月 22 日（木）～ 12 月 13
　日（木）まで
◇縦覧期間及び時間（①②とも共通）
　11 月 22 日（木）～ 12 月６日（木）（土・日、
祝日を除く）８時 30 分～ 17 時 15 分
◇縦覧場所（①②とも共通）

 都市計画課（入舟町）
 産業基盤整備課（大平町富田）

 都市計画課 ☎ 21 ‐ 2611

　寒さも厳しくなり、空気が乾燥して火災
の発生しやすい季節となってきました。
　年末年始を迎えるにあたり何かとせわし
なくなってしまい、火の取扱いもおろそか
になり火災が起こりやすくなります。

　昨年の 12 月
は ４ 件、 今 年
の １ 月 は ８ 件
と 年 間 出 火 件
数 の 約 ２ 割 を
占めています。

　コンロ、暖房器等の取扱い、たき火など
火の取扱いに注意しましょう。

「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　　　　　消防本部予防課☎ 22 ‐ 0119

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
心
温

ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
９

月
30
日
現
在
、
総
額
は
８
４
，

３
９
８
，
８
７
１
円
に
な
り
ま

し
た
。
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ

て
被
災
地
に
送
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

お
名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載

し
ま
す
。

　
　
　
　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　

栃
木
西
中
学
校 

生
徒
会
／

㈱
エ
レ
フ
ォ
ン
／
婦
連
努
カ
ラ

市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
に
多
く
の
善
意

▽
10
月
９
日
現
在

・
株
式
会
社
丸
和
住
宅
様　
　

５
７
，
２
６
０
円

・
栃
木
ア
ン
カ
ー
工
業
株
式
会

社
様

２
３
２
，
１
０
０
円

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課

☎
21
‐
２
２
４
９

オ
ケ
愛
好
会
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
母

親
ク
ラ
ブ
子
供
用
品
リ
サ
イ
ク

ル
有
志
一
同
／
辻　

幸
子

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
２

千塚町及び尻内町それぞれの一部
「土地区画整理事業の構想」「地区計画の原案」

11
月
か
ら
高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
助
成
を
開
始

◆
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る

満
70
歳
以
上
の
方
（
過
去
に
１

度
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
、
５
年
以
上
経
過
し
た
方

は
医
師
と
相
談
の
う
え
再
接
種

が
可
能
と
な
り
、
費
用
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
す
）

※ 

本
人
が
希
望
さ
れ
る
場
合

の
み

◆
助
成
金
額　

３
，
５
０
０
円

※
助
成
は
１
人
生
涯
１
回
で
、

３
，５
０
０
円
を
超
え
た
分
は
、

自
己
負
担

◆
接
種
方
法　

協
力
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
（
要
予
約
）

◆
予
診
票　

協
力
医
療
機
関
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。（ 

市
外
医

療
機
関
で
接
種
を
希
望
の
方

は
、
事
前
に
問
合
先
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
）

◎ 

注
意
事
項
（
再
接
種
に
関

し
て
）
平
成
21
年
10
月
か
ら
、

再
接
種
は
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
過
去
５
年
以

内
に
接
種
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
場
合
、
再
接
種
を
す
る
こ
と

に
よ
り
接
種
部
位
の
痛
み
・
赤

み
・
腫
れ
等
の
症
状
が
強
く
発

現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
１
度
接
種
さ
れ
た
方

は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
回

避
し
、
再
接
種
の
必
要
性
を
慎

重
に
検
討
し
た
う
え
で
、
５
年

以
上
の
十
分
な
間
隔
を
確
保
し

て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

申
告
書
を
送
付
し
ま
す

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在

で
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資

産
を
所
有
し
て
い
る
個
人
又
は

法
人
は
、
償
却
資
産
の
申
告
が

必
要
で
す
。
同
年
１
月
31
日
ま

で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
告
さ
れ

た
方
に
は
12
月
７
日
（
金
）
に

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
告

書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
左
記

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

資
産
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
７

　

敬
老
の
日
を
記
念
し
９
月
12
日
～
24
日
、
市
内
最

高
齢
者
お
よ
び
今
年
度
１
０
０

歳
を
迎
え
る
高
齢
者
に
、
祝
詞
と

敬
老
祝
金
を
贈
り
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
高
齢
福
祉
課 

☎
21
‐
２
５
２
２

　
（
栗
原
様
は
10
月
４
日

に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
）
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◎蔵タク
利用登録者数 ( 人 )

９月末現在 10,682
1 日平均利用者数 ( 人 / 日 )

７～９月平均 211.0
◎ふれあいバス

                項　目

路線名

1 日平均利用者
数 ( 人 / 日 ) 平均乗車

密度※

７～９月実績値
７～９月平均

寺尾線 112.5 1.4
市街地循環線 63.0 1.4
市街地北部循環線 96.3 2.6
部屋線 100.0 1.5
真名子線 37.8 0.6
金崎線 15.6 0.3
大宮国府線 15.0 0.3
皆川樋ノ口線 22.1 0.5
藤岡線 28.2 0.5
※平均乗車密度：始点から終点まで平均して
常時バスに乗っている人数のことをいいます。

試行運行の実施状況
　市民の皆さんの通勤・通学・通院・買い物などの日常生活
の足を確保するとともに、新生栃木市の一体的なまちづくり

を推進するため、「蔵タク」及び「ふれあいバス」の試行運行を実施してい
ます。7 ～ 9 月分の利用実績をお知らせします。

　

蔵
タ
ク
及
び
ふ
れ
あ
い
バ
ス

は
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
の
試

行
運
行
期
間
中
に
、
利
用
状
況

や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
踏
ま
え
て
運
行
内
容

の
見
直
し
・
改
善
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ

い
て
は
、
平
均
乗
車
密
度
が
常

時
1.0
を
下
回
る
場
合
、
廃
止
も

含
め
て
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
日
常
生

活
や
市
内
散
策
の
足
と
し
て
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

交
通
防
犯
課 
☎
21
‐
２
１
７
０

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
の
お
知
ら
せ

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

　

平
成
24
年
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
全
国
の
製
造
業
を

営
む
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象

に
、
そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
結
果
は
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
行
政
施

策
な
ど
の
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

文
化
芸
術
等
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を

　

本
市
の
文
化
芸
術
の
基
本
的

な
考
え
を
示
し
、
体
系
的
な
施

策
の
展
開
を
図
る
た
め
「
栃
木

市
文
化
振
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
文
化
芸
術

等
に
関
す
る
市
民
の
意
識
を
把

握
す
る
た
め
、「
文
化
芸
術
等

に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
地
域
内
に
住

所
を
有
す
る
18
歳
以

上
の
方
、
３
千
人
を

無
作
為
に
抽
出
し
、

12
月
下
旬
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送

　
　
　
　
　
　

昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
12
月
20
日
「
遊
ん
で
体
力
づ
く
り
／
都
賀
・
赤
津
小
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら　
　

し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
い

た
場
合
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

文
化
課  

☎
21
‐
２
７
４
１

 

　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
！
あ
な
た

が
主
役
で
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

年
末
の
交
通
安
全
運
動
実
施

マナーアップ！ 

に
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ

す
た
め
、
交
通
安
全
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー
を
遵
守
し
、
交

通
事
故「
０
」を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！

 

交
通
防
犯
課 

☎
21
‐
２
１
４
１

　
【
ご
み
の
収
集
】
ご
み
と
資

源
の
収
集
は
、「
収
集
日
カ
レ

ン
ダ
ー
」
の
通
り
行
い
ま
す
。

確
認
の
う
え
、
指
定
の
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
【
し
尿
の
収
集
】
し
尿
・
浄

化
槽
汚
泥
の
収
集
は
、
区
域
割

で
許
可
業
者
が
行
い
ま
す
。
お

住
ま
い
の
地
区
の
許
可
業
者
に

収
集
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
栃
木
地
域　

栃
木
衛
生

実
行
社
☎
22
‐
０
６
６
１
、

栃

木
興
業
☎
22
‐
１
２
７
４
、

栃

北
興
業
☎
27
‐
５
３
３
６

　

▽
大
平
地
域　

大
環
舎
☎

43
‐
５
５
５
５

　

▽
藤
岡
地
域　

イ
イ
ヅ

カ
ク
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
ス
☎
62
‐

２
５
３
７
、

城
南
興
業
☎

０
２
８
３
‐
22
‐
１
９
９
９

　

▽
都
賀
地
域　

栃
北
興
業

☎
27
‐
５
３
３
６

　

▽
西
方
地
域　

栃
北
興
業

☎
27
‐
５
３
３
６

【
年
末
年
始
の
犬
猫
等
死
が
い

回
収
業
務
（
道
路
等
）】

　

年
末
年
始
も
通
常
通
り
回
収

を
行
い
ま
す
の
で
、
道
路
等
で

死
が
い
を
見
か
け
た
方
は
、
本

庁
・
各
総
合
支
所
の
代
表
番
号

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
飼
い
動
物
の
死
が
い

回
収
は
、
12
月
29
日
（
土
）
～

１
月
３
日
（
木
）
は
休
み
と
な

り
ま
す
。

 

☎
22
‐
３
５
３
５

 

☎
43
‐
９
２
０
５

 

☎
62
‐
０
９
０
０

 

☎
29
‐
１
１
０
０

　「温故知新市」は、かつての市内の様子を当時の新聞記事から紹介します。

12
月
11
日
（
火
）
～
31
日
（
月
）

　NHK の朝の連続ドラマ「おしん」
が放送された昭和 58 年、12 月 20 日
付けで合併前の都賀町赤津小学校の校
庭にフィールドアスレチックコースの

「忍者コース」がお目見えしたと紹介
されている。
　同小は、はだし教育を推進す
るなど児童の体力づくりを積
極的に進めている。その一環
として当時盛んになってきた
フィールドアスレチックを導
入したようだ。木製からコンク
リート電柱に転換を進めていた東京電
力の協力で 33 本の古電柱が材料とし
て運び込まれた。
　大工さんなど手に技術を持つ父母と
教職員が手造りで、日曜日に集中して
作業、２カ月ほどで完成させた。「忍
者コース」の愛称は子どもたちから
募ったという。
　コースはロープを手に電柱の丸木橋
を渡る「忍者ロープ橋」や電柱がロー
プでつられている「忍者ゆうらん橋」
など４つで構成されている。写真は電

柱が横に組まれた「忍者カベ」を勢い
よく乗り越える児童が紹介されてい
る。
　児童に親しまれた忍者コースだが、
木製の電柱丸太の腐食が目立ち、子
ど も た ち の 安 全 を 配 慮 し て 平 成 ９

（1997）年ごろに撤去された。
　完成した年の児童は 430 余人を数
えたが、現在は 160 余人と落ち着い
た環境で愛鳥活動やクリーン活動が盛
んという。

 

☎
92
‐
０
３
０
０

【
年
末
年
始
の
と
ち
ぎ
ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
の
ご
み
の
受
入
れ
】

▽
12
月
29
日
（
土
）　

通
常
通

り
８
時
30
分
～
16
時
30
分

▽
30
日
（
日
）　

受
入
れ
し
ま

せ
ん

▽
31
日
（
月
）　

８
時
30
分
～

12
時
（
午
前
中
の
み
）

▽
１
月
１
日（
火
）～
３
日（
木
）

　

受
入
れ
し
ま
せ
ん

▽
４
日（
金
）～
通
常
通
り（
８

時
30
分
～
16
時
30
分
）

【
年
末
年
始
の
斎
場
業
務
】

　

12
月
31
日
（
月
）
ま
で
業
務

を
行
い
、
１
月
１
日
（
火
）・

２
日
（
水
）
は
休
み
と
な
り
ま

す
。

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
２

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た

だ
い
た
内
容
は
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

 

総
合
政
策
課 

☎
21
‐２
４
０
５

▲試行運行中の「ふれあいバス」
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《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
》

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

感
染
で
起
こ
り
ま
す
。
感
染
し

た
人
が
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス

が
空
気
中
に
広
が
り
、
そ
れ
を

吸
い
込
む
こ
と
で
感
染
が
拡
大

し
ま
す
。

　

流
行
は
、
通
常
初
冬
か
ら
春

先
に
み
ら
れ
ま
す
。
通
常
の
か

ぜ
と
比
べ
て
全
身
症
状
が
強

く
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を

合
併
し
て
重
症
化
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

は
》

　

発
熱
（
38
度
以
上
）、
体
の

だ
る
さ
、
せ
き
、
の
ど
の
痛
み
、

関
節
痛
・
筋
肉
痛
、
鼻
水
、
頭

痛
な
ど
で
す
。

　
《
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
で
き

る
こ
と
》

　

一
人
ひ
と
り
が
「
感
染
し
な

い
」「
感
染
を
広
げ
な
い
」
こ

と
を
意
識
し
て
、
次
の
予
防
策

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

★
こ
ま
め
な
手
洗
い
、
う
が
い

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　

帰
宅
時
や
食
事
の
前
な
ど
、

こ
ま
め
に
手
洗
い（
15
秒
以
上
）

と
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。　

★
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食

事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　

十
分
な
睡
眠
と
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
を
心
が
け
、
体
力
と

抵
抗
力
を
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

★
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま

し
ょ
う

　
「
せ
き
」
や
「
く
し
ゃ
み
」

を
す
る
と
き
は
周
り
の
人
か
ら

顔
を
そ
む
け
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
な
ど
で
口
と
鼻
を
お

お
っ
て
く
だ
さ
い
。
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
は
ゴ
ミ
箱
に
捨

て
、
そ
の
あ
と
は
手
を
よ
く
洗

い
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
を
着
け

る
こ
と
も
有
効
で
す
。

　
《
も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た

ら
》

　

も
し
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

外
出
自
粛
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
で
水
分
補
給
と
十
分
な
睡

眠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
処
方

さ
れ
た
薬
は
指
示
通
り
に
最
後

ま
で
飲
み
き
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
お
む
ね
１
週
間
で
回
復
し
ま

す
が
、
熱
が
下
が
っ
て
も
１
～

２
日
は
自
宅
で
様
子
を
み
ま

し
ょ
う
。

　

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
　

流
行
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
、

も
っ
と
も
有
効
な
予
防
法
の
ひ

と
つ
で
す
。
予
防
接
種
か
ら
抵

抗
力
が
つ
く
ま
で
に
２
週
間
程

度
か
か
り
ま
す
。
よ
り
効
率
的

に
有
効
性
を
高
め
る
た
め
に
、

12
月
中
に
接
種
を
受
け
て
お
く

こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

―
市
内
で
予
防
接
種
を
す
る
場

合
―

◇
期
間　

11
月
１
日
～
平
成
25

年
３
月
31
日

◇
場
所　

市
内
協
力
医
療
機
関

　

※
予
約
が
必
要
で
す
。

　
【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
（
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
予
防
接
種
）】

◇
接
種
回
数　

１
回

◇
自
己
負
担
額　

１
千
円

◇
対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
で
、
希
望
す
る
方
。

　

※
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
も
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
又
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る

方
は
、
希
望
に
よ
り
接
種
で
き

ま
す
（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
）。

　
【
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
（
任
意
予
防
接
種
）】

◇
接
種
回
数　

２
回

◇
助
成
金
額　

▽
１
回
に
つ
き

２
千
円
（
２
千
円
を
超

え
た
部
分
は
、
自
己
負

担
）

◇
対
象　

市
内
在
住
で
、

希
望
す
る
満
１
歳
以
上

小
学
校
就
学
前
児

◇
対
象
者
の
費
用
軽
減

に
関
し
て　

生
活
保
護

世
帯
の
方
は
、
接
種
後

に
申
請
い
た
だ
く
こ
と

で
、
自
己
負
担
額
分
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

―
市
外
で
予
防
接
種
を

す
る
場
合
―

　

予
診
票
お
よ
び
扶
助

費
支
給
申
請
書
を
事
前

に
お
渡
し
い
た
し
ま
す

の
で
、
問
合
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
接
種
料
金　

医
療
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

ま
ず
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
額

全
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
接
種
後
、
申
請
書
の
提
出
で

助
成
。

◇
助
成
金
額
（
接
種
後
申
請
）

　
【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
】

　

自
己
負
担
額
１
千
円
を
差
し

引
い
た
金
額
を
助
成
（
上
限
は

３
千
２
百
円
）。

　
【
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
】

　

１
回
に
つ
き
２
千
円
助
成
。

　

※
「
高
齢
者
」、「
小
児
」
と

も
に
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、

申
請
に
よ
り
、
自
己
負
担
額
を

助
成
い
た
し
ま
す
。

◇
申
請
期
限　

接
種
後
１
年
以

   ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、冬
場から春先にかけて流行期となります。
     ●感染経路・症状
　ノロウイルスは、手指や食品を介して経口感染し、
ヒトの腸管で増殖し、おう吐・下痢・腹痛などを引
き起します。
　健康な方は軽症で回復しますが、子どもや高齢者
の方などは、重症化したり、おう吐物が誤って気道
に詰まってしまい死亡したりすることがあります。
    ●治療
　有効なワクチンがなく、また治療についても輸液
などの対症療法に限られます。
    ●予防
    １．手洗いの励行
　帰宅した時・トイレの使用後・調理や食事の前な
どには、石けんを使用して、指先・指の間・爪・手
首までしっかりと手洗いを行いましょう。
    ２．おう吐物や排泄物は適切に処理すること
   胃腸炎患者のふん便やおう吐物には、大量のウイ
ルスが排出されます。
　おう吐物・排泄物（おむつを含む）を処理する場
合、処理した方が感染しないように、ペーパータオ
ルやビニール袋などを事前にしっかりと準備しま
しょう。
    ３．清潔さを保つ
　ノロウイルスは感染力が強いため、人の手などを
介してドアノブやトイレの便座及び調理器具など
様々な環境に付着して、人への感染機会を伺ってい
ます。
　必要に応じて環境の消毒を行いましょう。
   ※特に子どもや高齢者の方など抵抗力の弱い方
は、加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱し
て食べましょう。また、生鮮食品や調理器具は十分
に洗浄・殺菌を行いましょう。
   ※最近、ノロウイルスと同様のサポウイルスによ
る感染性胃腸炎も発生しています。感染を予防する
ためにも、手洗いを心がけましょう。

☆感染症予防の基本は、適切な手洗い・うがいの励
行・せきエチケット・体調管理です。日頃からしっ
かりと予防に努めましょう！
　　　　　           ◆問合先

 健康増進課 ☎ 25 ‐ 3511
 健康福祉課 ☎ 45 ‐ 1788
 健康福祉課 ☎ 62 ‐ 0904
 健康福祉課 ☎ 29 ‐ 1103
 健康福祉課 ☎ 92 ‐ 0311

ノロウイルスによる                                      
        感染性胃腸炎を予防しよう！

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
に

　
　
　
　
　
　

知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

　11 月～ 3 月までの期間、本市では節電や温暖化防
止対策として「暖房室温 20℃」「あったかアイテムを
取り入れよう」などウォームビズを実施します。
　皆さんのご理解ご協力をお願いします。

 環境課 ☎ 21 ‐ 2601

農
地
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て

 　

近
年
、
耕
作
を
放
棄
し
、
雑
草
等
が
生
い
茂
っ
た
耕
作
放

棄
地
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
12
月
施
行
の
改
正
農
地
法
で
は
、
農
地
の
所
有
者

や
耕
作
者
等
は
、
農
地
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

雑
草
等
が
生
い
茂
っ
た
農
地
（
耕
作
放
棄
地
）
は
、
病
害
虫

や
火
災
の
発
生
源
と
な
り
、
隣
接
の
住
民
や
農
地
へ
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
除
草
等
、
農
地
の
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
21
‐
２
５
２
６

内
に
、

 

健
康
増
進
課
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

へ
（
助
成
金
は
口
座
振
込
で
す
）

◇
申
請
に
必
要
な
も
の　

○
扶

助
費
支
給
申
請
書
○
医
療
機
関

の
領
収
書
○
予
診
票
の
写
し
、

ま
た
は
済
証
○
振
込
先
の
口
座

番
号
が
わ
か
る
も
の
○
印
鑑

（
振
込
先
の
口
座
が
申
請
者
の

も
の
と
異
な
る
場
合
は
、
代
理

人
の
印
鑑
も
必
要
で
す
）

　

★
市
外
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合

も
、『
期
間
・
接
種
回
数
・
対

象
』
に
関
し
て
は
、
市
内
医
療

機
関
で
接
種
す
る
場
合
に
準
じ

ま
す
。

副
反
応
に
つ
い
て

　

注
射
部
位
に
、
痛
み
・
発
赤
・

腫
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
通
常
４
～
５
日
の
う

ち
に
治
り
ま
す
。

　

頭
痛
や
発
熱
が
ま
れ
に
み
ら

れ
ま
す
が
、
重
症
に
な
る
よ
う

な
反
応
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。

　

※
接
種
後
は
症
状
に
十
分
注

意
し
、
気
に
な
る
症
状
が
あ
る

場
合
に
は
、
医
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
１

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１
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地 域 医 療 連 携 に つ い て
医療って
なあに！？

地域

③

　今回は、医療機関の連携のお話
です。
　よく「医療連携」といった言葉
を耳にしますが、どのようなもの
なのでしょうか？
　医療機関には、診療所（医院、
クリニック等）、病院、大学病院
など、機能や規模によりそれぞれ
の役割があります。しかし、「大
きな病院の方が安心だ」などと
いった大病院志向により、一部の
病院に患者が集中し、それぞれの
医療機関が持つ本来の役割を果た
せない状況が出
てきています。
　また、医師や
看護師などの負
担が増えること
が、離職の要因
ともなっており、医療従事者の不
足は、病院の破綻、最悪のケース
では地域医療の崩壊を招くおそれ
もあります。
　医療連携とは、このような状況
の中で、バラバラに医療サービス
を提供するのではなく、地域の医

療機関が連携し、それぞれの特長を
生かし、地域全体がひとつの医療シ
ステムとなって、最適な医療サービ
スを提供しようというものです。
　具体的には、初期診療や慢性疾患
で症状が安定している場合などは、
診療所（かかりつけ医）に診てもら
い、診察の結果、専門的な検査・診
察や入院が必要と診断された場合
は、治療に適切な機能を持つ病院へ
紹介を受けて受診するといった一連
の流れが地域医療連携になります。
　市が支援する栃木地区メディカル
センター（仮称）においても、急性
期から慢性期、在宅医療に至るまで
切れ目のない医療提供体制の整備を
目指して、地域のかかりつけ医との
連携をはじめ、大学病院等の三次医

療機関との連携を
図っていくことを
目指しています。
　市民の皆さんに
は、医療機関の役
割等を改めてご理

解いただき、地域医療を支える一員
として適切な受診に務めると同時
に、健康で生き生きとした生活を
送っていただきたいと思います。

　  地域医療対策室 ☎ 21 ‐ 2419

受付日 対象地域 会場
１月   7 日（月）～ 11 日（金） 栃　木

下都賀庁舎第 1 別館 2 階
大会議室（神田町）１月 15 日（火）～ 16 日（水） 都　賀

１月 17 日（木）～ 18 日（金） 西　方
１月 21 日（月）～ 23 日（水） 藤　岡 下都賀庁舎第 2 福利厚生

棟 2 階会議室（神田町）１月 24 日（木）～ 25 日（金） 大　平
受　　付　　時　　間

各日とも 8:45 ～ 11:30 および 13:00 ～ 16:30

農業用軽油引取税免税証の交付申請について
　農作業に使用する軽油は、免税証の交付を受けることで、軽油引取税が免税にな
ります。平成 25 年分の免税証の交付申請を受け付けますので、ご希望の方は申請
してください。また、県の事務事業の見直しにより、今回から申請窓口が下都賀
庁舎１か所となりますので申請の際はご注意ください。
　皆さんにご不便をお掛けしますが、ご理解よろしくお願いします。

注：①新規申請および交付数量の見直しを希望される方は、後日の交付になります。
②新規申請および登録機械の入替えがある方は、機械の「メーカー名」「型式」「馬力」をメモ
等に控えるか、パンフレットをお持ちください。
③国税及び地方税の滞納処分を受けられた方は、処分解除の日から２年を経過しなければ申請
できません。

○栃木県税事務所　免税軽油担当　☎ 23 ‐ 3416（農業用軽油免税証について）
○栃木市農業委員会　　　　　　　☎ 21 ‐ 2526（耕作証明書について）

◆受付日等

◆申請に必要なもの

◆問合先

※朝一番、午後一番の時間帯は大変混雑します。遅い時間帯が比較的スムーズです。

申請期間は１月７日（月）～ 25 日（金）（土日祝を除く）大幅に拡大しました。

混雑を避けるため、対象地域を設けましたので、ご協力をお願いします。なお、対象地域の
受付日にお越しいただけない場合は、期間内で都合の良い日に申請してください。

（1）免税軽油使用者証（2）印鑑（3）免税軽油の引取り等に係る報告書（納品
書又は領収書を添付、写しでも可）（4）手数料　420 円（新規申請および使用
者証更新の場合）つり銭の無いようご協力をお願いします。
※新規申請および耕作面積が増えた場合のみ（5）耕作証明書（使用者証更新の
みの場合には耕作証明書は不要になりました）必要な方は農業委員会または各総
合支所産業振興課・産業建設課で発行します。あらかじめご用意のうえ会場にお
越しください。（発行手数料 200 円）

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

案
内
す
る
事
業
者
が
変
更

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
の
案
内
に

つ
い
て
民
間
委
託
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
10
月
か
ら
委
託
事
業

者
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

▽
事
業
者
名　

ア
イ
・
シ
ー
・

ア
ー
ル　

バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ  

シ
ー
・
ヴ
ィ
・
シ
ー
共
同
企
業
体

▽
☎
０
９
６
‐２
２
１‐２
８
０
０

　

過
去
２
年
以
内
に
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
場

合
、
右
記
の
委
託
事
業
者
か
ら

電
話
・
文
書
・
戸
別
訪
問
等
に

よ
り
納
付
や
免
除
等
申
請
手
続

き
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

《
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
に
ご
注

意
！
》

　

委
託
事
業
者
が
戸
別
訪
問
し

て
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
場

冬
休
み
学
童
保
育
利
用
申
込
受
付

建
設
工
事
等
入
札
参
加
者

の
資
格
審
査
申
請
受
付

　

平
成
25
、
26
年
度
中
に
市
が

行
う
建
設
工
事
及
び
測
量
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

①
市
内
に
本
店

ま
た
は
支
店
等
の
営
業
所（
※
）

の
あ
る
業
者　

12
月
10
日（
月
）

～
平
成
25
年
１
月
11
日
（
金
）

②
前
記
以
外
の
業
者　

平
成
25

年
１
月
21
日
（
月
）
～
２
月
４

後
期
消
防
設
備
士
試
験

◆
日
時　

平
成
25
年
２
月
17
日

（
日
）

◆
場
所　

宇
都
宮
工
業
高
校

（
宇
都
宮
市
）　

◆
受
験
資
格　

▽
甲
種
（
資
格

が
必
要
で
す
）
▽
乙
種
（
資
格

の
制
限
な
し
）

　

就
労
等
で
、
家
庭
で
の
保
護

指
導
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
を

対
象
に
、
冬
休
み
期
間
中
の
み

の
学
童
保
育
利
用
申
込
受
付
を

学
校
給
食
用
物
資
納
入

指
定
希
望
申
請

　

栃
木
地
域
内
各
給
食
共
同
調

理
場
（
９
か
所
）
で
使
用
す
る

物
資
の
納
入
は
、
公
正
・
公
平

性
を
期
す
る
た
め
、
青
果
物
、

鮮
魚
、
食
肉
、
豆
腐
・
こ
ん

に
ゃ
く
お
よ
び
麺
類
の
納
入
業

者
は
、
指
定
希
望
申
請
書
を
提

出
し
た
業
者
の
中
か
ら
選
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

業
者
選
定
は
、
申
請
書
の
内

容
や
各
調
理
場
の
評
価
表
、
調

査
等
か
ら
、
物
資
の
安
全
性
、

品
質
、
安
定
供
給
、
価
格
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
定
し

ま
す
。

◆
対
象　

①
原
則
、
市
内
に
主

た
る
事
業
所
を
有
し
、
物
資
を

納
入
で
き
る
方
②
市
物
品
購
入

等
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
及

び
小
規
模
等
契
約
希
望
者
登
録

（
市
内
本
店
業
者
の
み
）
の
手

続
き
を
済
ま
せ
た
方

◆
指
定
期
間　

１
年
間
（
平
成

25
年
度
）

◆
申
請
期
間　

平
成
25
年
１
月

10
日
（
木
）
～
16
日
（
水
）

▽
受
付　

９
時
～
17
時
（
土
、

日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

※
指
定
希
望
申
請
書
は
学
校
教

育
課
に
あ
り
ま
す
。
現
在
各
調

理
場
へ
納
入
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
別
途
配
布
し
ま
す
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
７
２
６

ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
⑨

い
じ
め
は
人
間
と
し
て

恥
ず
か
し
い
行
い
だ

　

い
じ
め
は
、
力
の
弱
い
子

や
、
ま
じ
め
に
努
力
す
る

子
、
周
り
に
流
さ
れ
な
い
た

め
「
異
質
」
と
み
な
さ
れ
た

子
な
ど
を
標
的
に
す
る
卑
怯

な
行
い
で
す
。
悪
い
の
は
い

じ
め
る
子
で
あ
っ
て
、「
い

じ
め
ら
れ
る
側
に
も
そ
れ
な

り
の
理
由
が
あ
る
」
な
ど
と

い
う
こ
と

は
全
く
の

間
違
い
で

す
。

　

い
く
ら

軽
い
遊
び

や
悪
ふ
ざ
け
、
ジ
ョ
ー
ク
の

つ
も
り
で
も
、
い
じ
め
ら
れ

る
側
の
苦
し
み
・
痛
み
は
深

刻
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
、
い
じ
め
る
こ
と
は
、
人

間
と
し
て
決
し
て
許
さ
れ
な

い
こ
と
で
あ
り
、
い
じ
め
を

は
や
し
立
て
た
り
傍
観
し
た

り
す
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
家
庭
の
中
で

き
ち
ん
と
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
自
分
の
子
ど
も

が
い
じ
め
を
し
て
い
る
と
分

か
っ
た
ら
、
必
ず
す
ぐ
に
や

め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
文
部
科
学
省
・

　
　

家
庭
教
育
手
帳
よ
り
）

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

合
、
顔
写
真
入
り
の
納
付
特
例

員
証
明
書
（
身
分
証
）
を
提
示

し
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す

る
納
付
書
を
お
持
ち
の
方
に
限

り
、
保
険
料
を
お
預
か
り
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
か
ら
保
険
料
を
お
預
か
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

栃
木
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課  

☎
22
‐
６
０
７
４

日
（
月
）

※
「
市
内
に
支
店
等
の
営
業
所

の
あ
る
業
者
」
と
は
、
本
市
が

別
に
定
め
る
基
準
を
満
た
す
営

業
所
を
設
置
す
る
者
を
言
い
ま

す
。

◆
条
件
・
提
出
書
類
等　

詳
し

く
は
、
12
月
上
旬
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
提
出
要

領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
提
出
要

領
、
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（
契
約
検
査
課
で
配
布
も
可
能
）

◆
提
出
方
法　

郵
送
（
直
接
提

出
も
可
）

◆
提
出
先　

契
約
検
査
課

（
〒
３
２
８-

‐
８
６
８
６
入
舟

町
７
‐
26
／
☎
21
‐
２
４
１
１
）

し
ま
す
。
現
在
学
童
保
育
を
利

用
し
て
い
る
方
は
、
申
し
込
み

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
各
総
合
支
所
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。申
込
用
紙
は
本
庁
、

各
総
合
支
所
及
び
各
学
童
保
育

に
あ
り
ま
す
。
定
員
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
し
て

も
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
対
象　

栃
中
央
小
、栃
三
小
、

栃
四
小
、
栃
五
小
、
南
小
、
大

宮
北
小
、
吹
上
小
、
大
平
・
藤

岡
、
都
賀
地
域
内
各
小
学
校
通

学
区
域
内
学
童
保
育

◆
申
込　

11
月
26
日
（
月
）
～

12
月
７
日
（
金
）　

  
 

こ
ど
も
課 

☎
21
‐
２
５
１
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
２

◆
費
用　

▽
甲
種
５
千
円
▽
乙

種
３
千
４
百
円

◆
申
込
期
間　

12
月
３
日（
月
）

～
14
日
（
金
）　

電
子
申
請
11

月
30
日（
金
）～
12
月
11
日（
火
）

◆
申
込
先　

消
防
本
部
予
防
課

☎
22
‐
０
１
１
９
㈶
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部
☎

０
２
８
‐
６
２
４
‐
１
０
２
２
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

12/14（金）・28（金）
10:00 ～ 12:00

本庁／本市民生活課　
☎ 21‐2144

１/17（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

12/18（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／藤生活環境課
☎ 62‐0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） 12/14（金）・28（金）
10:00 ～ 12:00 本庁／本市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談 ( 土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

12/14（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

12/11（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大 生活環境課　　　 
☎ 43‐9211

12/25（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／都生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁／本市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 12/22（土）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○外国人相談 12/15（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館／人権推進課
☎ 43‐6611

○行政相談

12/11（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

12/18（火）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／西生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

厚生センター・大平隣保館／人権推進課
☎ 24‐2444 ☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

12/ ５（水）
10:00 ～ 12:00

藤岡町藤岡公民館／人権推進課
☎ 43‐6611

12/10（月）・18（火）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権推進課
☎ 43‐6611

12/10（月）
９:30 ～ 11:30

老人憩いの家（都賀）／人権推進課
☎ 43‐6611

○いじめ相談電話 ( 土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX)

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○女性のチャレンジ電話相談
（就職・再就職の相談）

火～木曜日
9:00 ～ 16:00

パルティとちぎ男女共同参画センター
☎ 028‐665‐8724

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／本こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁舎
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所

相談業務のご案内
ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

◆
対
象　

入
学
予
定
者
の
保
護

者
で
、市
内
に
１
年
以
上
在
住
・

市
税
を
完
納
し
て
い
る
・
償
還

が
確
実
な
方
（
融
資
基
準
に
適

合
す
る
方
）

◆
定
員　

若
干
名

◆
融
資
額　

入
学
時
に
一
括
し

て
納
入
す
る
入
学
金
、
施
設
・

整
備
等
の
範
囲

○
私
立
高
校
は
20
万
円

○
私
立
短
大
・
大
学
は
1
０
０
万

円
が
限
度

◆
返
済　

高
校
３
年
、
短
大
２

年
、
大
学
４
年
以
内
を
返
済
期

間
と
し
、
毎
月
元
利
均
等
償
還

（
借
り
た
日
の
翌
月
か
ら
３
か

月
据
え
置
き
）

◆
金
利
等　

年
利
２
・
８
％
予

定
※
利
子
の
一
部
（
約
２
％
）

を
市
が
補
助
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
合
先 

平
成
25
年

３
月
15
日
（
金
）
ま
で

 

教
育
総
務
課 

☎
21
‐
２
７
１
１

くらしの窓

　
「
還
付
金
等
詐

欺
」「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」「
架
空
請

求
詐
欺
」「
融
資

保
証
金
詐
欺
」
を
総
称
し
て

振
り
込
め
詐
欺
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

★
巧
妙
な
手
口

　

①
公
的
機
関
の
職
員
な
ど

信
頼
性
の
あ
る
立
場
の
人
を

装
う
②「
お
金
を
返
し
ま
す
」

と
油
断
さ
せ
個
人
情
報
な
ど

を
聞
き
出
す
③
現
金
書
留
や

小
包
（
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
）
な

ど
で
送
金
を
要
求
す
る
。

★
振
り
込
め
詐
欺
の
３
つ
の

ワ
ナ

　

①
「
私
は
大
丈
夫
！
」
と

い
う
思
い
込
み
②
「
も
し
か

し
て
、
あ
の
時
の
…
…
」
と

い
う
弱
点
を
つ
い
て
く
る
③

気
を
動
転
さ
せ
て
、
疑
う
ス

キ
を
与
え
な
い
。

★
注
意
点

　

①
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な

い
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
か
な
い
②

慌
て
ず
に
電
話
を
切
っ
た
後

す
ぐ
に
事
実
を
確
認
し
て
み

る
③
脅
迫
め
い
た
言
動
を
受

け
て
も
、
毅
然
と
し
た
態
度

で
接
し
、
す
ぐ
に
警
察
に
通

報
す
る
。

　

不
審
に
思
っ
た
ら
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町
☎
23
‐
８
８
９
９
）

25
年
度
入
学
資
金

融
資
の
あ
っ
せ
ん

都
賀
聖
地
公
園
墓
所
公
募

とちぎ蔵の街観光館　テナント募集 消
費
者
問
題
に
関
す
る

講
習
会
の
開
催　
　
　

市
費
負
担
教
職
員
募
集

◆
日
時　

12
月
22
日
（
土
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

市
役
所
正
庁(

入
舟

町
）
※
市
役
所
西
側
入
口
か
ら

入
庁
し
て
く
だ
さ
い

◆
対
象　

市
民
（
消
費
者
）

◆
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
場　
　

所　

蔵
の
街
観
光
館
（
万
町
４
‐
１
）

　
　
　
　
　
　

南
蔵
２
階
１
店
舗

◆
広　
　

さ　

20
・
７
㎡
（
６
・
３
坪
）

◆
使
用
料　

２
万
８
千
６
２
０
円
（
月
額
）

◆
業
務
内
容　

物
産
販
売
等

◆
営
業
時
間　

10
時
～
19
時

◆
使
用
制
限　

火
気
使
用
不
可

◆
そ
の
他　

①
許
可
条
件
・
使
用
条
件
あ
り

　
　
　
　
　
　

②
締
切
後
、
選
考
の
う
え
決
定

※
選
考
の
結
果
、選
ば
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み　

12
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
企
画

書
（
事
業
計
画
書
）
資
金
計
画
書
等
、
募
集
要
項

に
定
め
る
必
要
書
類
を
添
え
て
栃
木
市
観
光
協
会

へ
。
募
集
要
項
は
商
工
観
光
課
及
び
観
光
協
会
に

あ
り
ま
す
。

◆
教
員
種
別　

小
学
校
教
諭

（
学
級
担
任
）　

◆
採
用
予
定
者
数　

若
干
名

◆
雇
用
期
間　

平
成
25
年
４
月

１
日
～
平
成
26
年
３
月
31
日

◆
給
与　

▽
大
卒
19
万
５
千
９
百
円
～
27

万
８
千
９
百
円

▽
短
大
卒
17
万
４
千
７
百
円
～

26
万
４
千
６
百
円

（
教
職
経
験
年
数
で
金
額
を
決

定
。
他
、
諸
手
当
及
び
期
末
勤

勉
手
当
等
あ
り
）

◆
受
験
資
格　

小
学
校
普
通
免

許
状
を
有
す
る
方
（
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方
も
含
む
）

◆
採
用
選
考
日　

平
成
25
年
１

月
19
日
（
土
）

◆
場
所　

市
役
所
（
入
舟
町
）

◆
受
付
期
間　

平
成
25
年
１
月

10
日
（
木
）
～
28
日
（
月
）
８

時
30
分
～
17
時
※
土
日
祭
日
を

除
く（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

◆
墓
所
の
概
要

○
４
か
所

25
年
度
栃
木
市
奨
学
生
募
集

◆
対
象　

扶
養
者
が
本
市
に
６

か
月
以
上
居
住
し
、
学
校
教
育

法
で
規
定
す
る
高
等
学
校
、
専

修
学
校
、
短
大
ま
た
は
、
大
学

に
来
年
４
月
に
進
学
す
る
、
ま

た
は
在
学
中
の
方
で
、
経
済
的

に
修
学
困
難
な
方

◆
貸
与
額
（
月
額
）

○
高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程

　

１
万
２
千
円
○
専
修
学
校
専

門
課
程
、
短
大
、
大
学
▽
自
宅

通
学
２
万
５
千
円
▽
自
宅
外
通

学　

３
万
円
※
無
利
子

◆
募
集　

若
干
名

◆
募
集
期
間　

平
成
25
年
２
月

１
日
（
金
）
ま
で

◆
申
込
・
問
合
先　

教
育
総

務
課
☎
21
‐
２
７
１
１

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員
募
集
中

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
援

助
を
し
た
い
方
（
提
供
会
員
）、

受
け
た
い
方
（
依
頼
会
員
）
が

会
員
に
な
り
、
地
域
で
子
育
て

を
援
助
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

提
供
会
員
は
、
仕
事
等
で
保

育
施
設
や
塾
の
送
迎
が
で
き
な

い
時
や
、
通
院
等
で
一
時
的
に

お
預
か
り
す
る
な
ど
、
場
合
に

応
じ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
申
込
・
問
合
先　

フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

栃
木
☎
25
‐
１
０
４
０
／
大
平

◆
日
時　

12
月
８
日
（
土
）　

14
時
30
分
～
16
時
30
分

◆
場
所　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

（
大
平
町
西
野
田
）

◆
対
象　

市
民
等
１
０
０
人

◆
参
加
費　

無
料

◆
内
容　

演
題
「
障
が
い
者
が

ふ
つ
う
に
地
域
で
暮
ら
す
に
は

…　

入
所
施
設
っ
て
ホ
ン
ト
に

い
ら
な
い
の
？
」
～
障
害
者
総

合
支
援
法
の
施
行
を
前
に
～

講
師　

片
桐
公
彦
氏　
（
社
会

福
祉
法
人
り
と
る
ら
い
ふ
理
事

長
）

◆
申
込
・
問
合
先　

社
会
福

祉
課
☎
21
‐
２
４
２
４

障
が
い
者
週
間
記
念
講
演
会

　

注
意
！　

振
り
込
め
詐
欺
事
件
が

　

多
発
し
て
い
ま
す

◆
選
考
方
法　

筆
記
試
験　

小

論
文
、
面
接

◆
選
考
案
内　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
で
選
考
要
項
等
を
配

布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
７
日

（
金
）
～
平
成
25
年
１
月
７
日

（
月
）
必
着
。

 

学
校
教
育
課 

☎
21
‐２
７
０
８

◆
申
込
・
問
合
先　

電
話
で
12

月
17
日
（
月
）
ま
で

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐
２
１
４
５

○
第
１
種
（
芝
生
墓
地
）
面
積

６
㎡
／
区
画

○
永
代
使
用
料　

２
５
０
，
０

０
０
円
／
区
画

○
清
掃
管
理
手
数
料　

３
千
円

／
年

◆
使
用
者
の
資
格　

○
申
し
込
み
時
点
で
市
内
に
１

年
以
上
居
住
（
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
）
さ
れ
て
い
る
方
で
現

在
市
内
に
墓
地
を
お
持
ち
で
な

い
方

○
市
税
を
完
納
し
て
い
る
方

◆
抽
選
日　

平
成
25
年
１
月
31

日（
木
）15
時（
都
賀
総
合
支
所
）

◆
申
込
・
問
合
先　

生
活
環

境
課
☎
29
‐
１
１
０
２ 

 商工観光課 ☎ 21‐2543
栃木市観光協会（倭町）
                       ☎ 25‐2356

▲
と
ち
ぎ
蔵
の
街

　
　
　
　

観
光
館

☎
43
‐
１
１
３
４
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◆
日
時　

12
月
６
日
（
木
）
10

時
～
11
時（
受
付
９
時
40
分
～
）

◆
場
所　

栃
木
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
今
泉
町
２
丁
目
）　

◆
対
象　

市
民
30
人

◆
内
容　

音
楽
に
合
わ
せ
て
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
カ
ラ
ダ
を
動
か
す

運
動

◆
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服

装
・
タ
オ
ル
・
室
内
用
運
動
靴
・

飲
み
物

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
み　

12
月
５
日
（
水
）

ま
で

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

1 ～ 3 月開催　自主講座受講生募集

健
康
あ
っ
ぷ
講
座
（
運
動
編
）

　『自身の知識や技術、能力を生かして市民の皆さんの学習のサポートをしたい！』と生涯学習人材バンクに登録した方々が自主
企画運営する初心者向け講座です。興味のある講座に申し込みください。
【申込方法】12 月3日（月）～14日（金）8 時 30 分～17 時15 分に電話で  生涯学習課（☎ 21‐2705、 2706）※土、日曜

　　　　　日は除く 
【その他】・会場費や材料費等の実費分は受講者負担となります。 
　　　　・受講申込者には、申込期間終了後（12/22 ～ 28）に講師から受講決定等の電話連絡があります。 
　　　　・申込者が少ない講座は、中止となる場合や会場が変更となる場合があります。

№ 講座名（講師名） 開催日時 定員 受講料 持ち物 会場
1 初心者向けのカラオケ教室

 （山越隆）
1/7 ～ 3/25　毎週月曜日
全 12 回　13：30 ～ 16：00 ５人 4,500 円 鏡、筆記用具 講師自宅

（片柳町 4 丁目）
2 初心者向けのカラオケ教室

 （山越隆）
1/9 ～ 3/27　毎週水曜日
全 12 回　13：30 ～ 16：00 ５人 4,500 円 鏡、筆記用具 講師自宅

（片柳町 4 丁目）
3 初心者向けのカラオケ教室

 （山越隆）
1/11 ～ 3/29　毎週金曜日
全 12 回　13：30 ～ 16：00 10 人 4,500 円 鏡、筆記用具 講師自宅

（片柳町 4 丁目）
4 みんなで楽しく大正琴講座

 （入口千佳子）
1/7・21、2/4・18、3/4・18( 月 )
全 6 回 10：00 ～ 11：30 10 人 1,400 円 筆記用具、

大正琴（貸出可能 600 円）
栃木公民館

（日ノ出町）
5 はじめてのウクレレ体験

（谷中敦）
1/11・25（金）全２回
13：00 ～ 14：00 10 人 無料 ウクレレ（貸出有） 栃木公民館

（日ノ出町）
6 初心者のための楽しい太鼓

 （町田光紀）
2/3 ～ 3/3　毎週日曜日
全５回 19：00 ～ 20：30 10 人 2,000 円 上履き、タオル 農村振興センター

（大宮町）
7 健康体操

 （門谷敏子）
1/22・29 ( 火 ) 全２回
10：00 ～ 11：30 15 人 600 円 運動出来る服装、

室内靴、飲み物
国府公民館

（惣社町）
8 気軽に楽しむお茶の作法

 （市川八重子）
1/7・28、2/4・25、3/11・25( 月 )
全 6 回　10：00 ～ 12：00 10 人 4,200 円 抹茶の茶碗、茶筅、

タオル１本
平柳町蔵の街公民館

（平柳町 1 丁目）
9 初心者のためのピアノ講座

 （木邨美和子）
月１回　全３回　
※講師と相談のうえ決定 10 人 2,000 円 筆記用具 講師自宅

（大平町富田）
10 誰でもできる簡単体操※ 60 歳以上

 （高田英子）
1/16・23（水）　全２回
10：00 ～ 11：30 20 人 300 円 タオル、飲み物 吹上公民館

（吹上町）
11 動物将棋といきがい将棋教室

 （中村正）
1/12・26、2/9・23、3/9・23( 土 )
全 6 回 10：00 ～ 12：00 20 人 無料 センター入館料が必要 老人福祉センター泉寿園

（今泉町 1 丁目）
12 パソコンを学びたい人の講座

 （奈良部安彦）
1/7 ～ 3/15　毎週月曜日
全 12 回　13：30 ～ 15：30 4 人 7,500 円 ノートパソコン、筆記用具 講師自宅

（沼和田町）
13 パソコンを学びたい人の講座

 （奈良部安彦）
1/8 ～ 3/2　毎週火曜日
全 12 回 10：00 ～ 12：00 4 人 7,500 円 ノートパソコン、筆記用具 講師自宅

（沼和田町）
14 パソコンを学びたい人の講座

 （奈良部安彦）
1/9 ～ 3/27　毎週水曜日
全 12 回　※講師と相談のうえ決定 8 人 7,500 円 ノートパソコン、筆記用具 講師自宅

（沼和田町）
15 インターネット＆ iPad 体験講座　

 （IT セキュリティ研究会）
1/19・26、2/2（土）
全３回 10：00 ～ 11：30 10 人 1,500 円 筆記用具、

ノートパソコン（貸出有）
栃木県シニアセンター

（片柳町２丁目）
16 簡単！ウインドウズ７の使い方

 （佐藤昂）
1/8 ～ 3/26 毎週火曜日
計 12 回　10：00 ～ 12：00 12 人 500 円 ノートパソコン windows ７ 栃木第五地区コミュニティ

ーセンター（箱森町）
17 基礎から学ぶパソコン講座

 （大垣兼）
1/4 ～ 31 毎週１回 全４回
 ※講師と相談のうえ決定 10 人 2,000 円 ノート、筆記用具 講師宅

（小平町）
18 パソコンを使った工作教室

 （福田浩）
1/19・26 ( 土 ) 全２回
9：30 ～ 11：30 10 人 1,500 円 ノートパソコン、

工作用具、画像データ
国府公民館

（惣社町）
19 思い出の布地で創作日本人形

 （河内実夜衣）
1/9・23、2/6・20、3/6・27（水）
全６回 13：30 ～ 16：00 5 人 5,000 円 一般裁縫道具、定規、

綿（化せん）他
アトリエ河内

（片柳町５丁目）
20 カギ針編ベストとミニショール

 （菅澤宮子）
1/10・18・24・30
全４回　13：00 ～ 15：00 15 人 2,800 円 カギ針５号、メジャー 吹上公民館

（吹上町）
21 カギ針編ベストとミニショール

 （菅澤宮子）
2/7 ～ 2/28　毎週木曜日 
全４回 13：00 ～ 15：00 15 人 2,800 円 カギ針５号、メジャー 吹上公民館

（吹上町）
22 カギ針編ベストとミニショール

 （菅澤宮子）
3/7 ～ 3/28　毎週木曜日
全４回 13：00 ～ 15：00 15 人 2,800 円 カギ針５号、メジャー 吹上公民館

（吹上町）
23 陶芸体験でうるおいのある生活を

 （小林栄治）
1/12 ～ 3/30　毎週土曜日
全 12 回 10：00 ～ 12：00 10 人 500 円～ 汚れても良い服装 栃木陶芸学園

（片柳町４丁目）
24 グラスアート

 （森政美） 2/12（火） 9：30 ～ 11：30 11 人 1,800 円 全てこちらで用意します。 栃木公民館
（日ノ出町）

25 そば打ち体験講座
 （新３・４そば打ち愛好会） 1/22（火） 9：00 ～ 12：00 10 人 1,100 円 エプロン、頭巾、タオル２本、

そばを入れる容器
大平公民館

（大平町蔵井）

26 そば打ち体験講座
 （新３・４そば打ち愛好会） 2/5（火） 9：00 ～ 12：00 10 人 1,100 円 エプロン、頭巾、タオル２本、

そばを入れる容器
大平公民館

（大平町蔵井）
27 かぎ針で帽子作り 

 （須藤恵子）
1/28、2/4（月）全２回
9：30 ～ 12:00 15 人 1,250 円 かぎ針６号、７号、縫い針、

はさみ、木綿糸（黒）
栃木公民館

（日ノ出町）
28 かぎ針でモールバック作り

 （須藤恵子）
1/28、2/4（月）全２回
9：30 ～ 12:00 15 人 3,500 円 かぎ針６号、７号、縫い針、

はさみ、木綿糸（黒）
栃木公民館

（日ノ出町）
29 仏花　プリザーブドフラワー

 （村上翔子） 2/6（水）18：30 ～ 20：00 3 人 3,800 円 はさみ、持ち帰り用袋 とちぎ蔵の街観光館
（万町）

30 仏花　プリザーブドフラワー
 （村上翔子） 3/6（水）18：30 ～ 20：00 3 人 3,800 円 はさみ、持ち帰り用袋 とちぎ蔵の街観光館

（万町）
31 仏花　プリザーブドフラワー

 （村上翔子） 2/21（木）10：30 ～ 12：00 3 人 3,800 円 はさみ、持ち帰り用袋 マルワトータルハウジング
（箱森町）

32 木の実とスパイスのクラフト
 （木下順子） 1/21（月）19：00 ～ 21：00 10 人 2,000 円 はさみ、小皿 栃木公民館

（日ノ出町）
33 木の実とスパイスでコサージュ作り

 （木下順子） 2/14（木）10：00 ～ 12：00 10 人 2,000 円 はさみ、小皿 大宮公民館
（大宮町）

34 木の実とスパイスでリース作り 
 （木下順子） 3/14（木）10：００～ 12：00 10 人 2,000 円 はさみ、小皿 大宮公民館

（大宮町）
35 かぎ針編による手編みベスト講座

 （島田みよ子）
1/11 ～ 2/8 の毎週金曜日 
全５回　13：30 ～ 15：30 15 人 3,000 円 かぎ針５～６号 大宮公民館

（大宮町）

楽しみたい 学びたい 作りたい

家
族
介
護
者
の
集
い

◆
日
時　

12
月
16
日
（
日
）
10

時
～
12
時

◆
場
所　

コ
ー
プ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
今
泉
（
今
泉
町
１

　

バ
ラ
の
乾
燥
花
を
使
っ
て
飾

り
箱
を
作
り
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
11
日
（
火
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

　

働
く
婦
人
の
家

　
「
レ
カ
ン
フ
ラ
ワ
ー
講
座
」

　

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ

「
お
せ
ち
料
理
講
座
」

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

　

お
い
し
く
て
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
作
り

は
、
健
康
な
体
づ
く
り
の
源
で
あ
り
、
同
時

に
脳
が
鍛
え
ら
れ
、
老
化
防
止
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
調
理
の
基
本
か
ら
、
調

理
の
工
程
が
脳
に
与
え
る
影
響
や
素
材
の
切

り
方
や
炒
め
方
の
違
い
に
よ
る
食
感
の
違

い
、
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
を
取
り
入
れ
た
献

立
作
り
な
ど
、「
本
当
に
豊
か
で
健
康
な
食

生
活
」
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

１　

基
本
の
調
理　

計
量
す
る
、
切
る
、
む

く
、
ゆ
で
る
な
ど

２　

基
本
の
調
理　

飯
を
炊
く
、
汁
を
仕
立

て
る
な
ど

「
台
所
（
キ
ッ
チ
ン
）か
ら
の
健
康
づ
く
り
」

３　

日
常
の
調
理　

洋
風
の
献
立
（
肉
料
理

を
学
び
、
本
格
的
な
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
作
る
）

４　

日
常
の
調
理　

和
風
献
立
（
30
品
目
以

上
を
使
っ
た
一
汁
三
菜
の
献
立
）

　

１
月
24
日
・
１
月
31
日
・
２
月
７
日
・
２

月
14
日
の
各
木
曜
日
。
い
ず
れ
も
10
時
～
12

時
。
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
調
理
実
習

室
（
４
階
）
で
開
催
。
講
師
は
國
學
院
大
學

栃
木
短
期
大
学
家
政
学
科
教
授
湯
川
晴
美

氏
。定
員
は
20
人（
市
外
の
方
も
受
講
可
能
）。

受
講
料
２
千
円
、
材
料
費
２
千
円
。

◆
申
込
み　

12
月
４
日
（
火
）
～

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
０
５
・
２
７
０
６

◆
日
時　

12
月
12
日
（
水
）・

町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性

◆
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

◆
材
料
費　

１
，
２
０
０
円

◆
申
込
み　

12
月
７
日
（
金
）

ま
で
、
働
く
婦
人
の
家
（
市
民

会
館
内
／
日
ノ
出
町
／
女
性
青

少
年
課
／
☎
24
‐
０
３
５
１
）

丁
目
）

◆
対
象　

要
介
護
高
齢
者
等
の

介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
介
護

に
関
心
の
あ
る
方
20
人
（
先
着

順
）

◆
内
容　
「
認
知
症
介
護
と
家

族
ケ
ア
」
～
介
護
の
プ
ロ
や
仲

間
と
つ
な
が
ろ
う
～
講
師　

金

澤
林
子
氏
（
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
栃
木
支
部
代
表
）
※
最

後
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い

ま
す
。

◆
参
加
費　

１
０
０
円
（
お
茶

菓
子
代
）

◆
申
込
み　

12
月
10
日
（
月
）

ま
で

国
府
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
27
‐
３
８
５
５

19
日
（
水
）
19
時
～
21
時

◆
場
所　

栃
木
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
の

お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
方

◆
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

◆
教
材
費　

２
千
円

◆
講
座
内
容　

▽
12
日　

伊
達

巻
・
よ
う
か
ん･

昆
布
巻
き
・

鶏
肉
の
香
り
焼
き
▽
19
日　

栗

き
ん
と
ん
・
な
ま
す
・
筑
前
煮

･

焼
き
豚

◆
申
込
・
問
合
先　

12
月
３
日

☆
市
営
住
宅

○
城
内
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
本
町
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

☆
高
齢
者
専
用
住
宅
（
シ
ル

バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）（
高
齢
者

に
配
慮
し
た
設
備
・
仕
様
の
住

宅
で
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
「
生
活
援
助
員
」
を

配
置
し
て
い
ま
す
）

○
川
原
田
市
営
住
宅

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸

（
①
60
歳
以
上
の
単
身
者
②
60

歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
③
双

方
ま
た
は
一
方
が
60
歳
以
上
の

夫
婦
の
み
の
世
帯
の
い
ず
れ
か

の
申
込
住
戸
）

▽
家
賃
２
万
２
，
６
０
０
円
～

４
万
４
，
４
０
０
円
（
別
に
負

担
金
や
駐
車
場
使
用
料
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳

３
Ｄ
Ｋ
（
70
・
23
㎡
）
３
戸

▽
家
賃
６
万
５
千
円
／
月

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
78
・
45
㎡
）
３
戸

▽
家
賃
６
万
９
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
㎡
）
11
戸

▽
家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金

（
月
２
，
７
０
０
円
／
台
）
が

か
か
り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

12
月
５
日（
水
）

～
11
日
（
火
）
8
時
30
分
～
17

時
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

◆
入
居
日　

１
月
１
日
（
火
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
下
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

施
設
管
理
課 

☎
21
‐
２
６
２
３

入
居
者
募
集
情
報

生涯学習人材バンク登録者自主企画講座

（
月
）
～
教
材
費
を
添
え
て
栃

木
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
☎
22
‐

３
１
１
３
へ
（
開
館
時
間
、
月

～
金
曜
日
13
時
～
21
時
、
土
曜

日
17
時
～
21
時
／
日
曜
祝
日
休

館
）
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容
費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等にお問い合わせください。

催
し
物

太
平
山
も
み
じ
ま
つ
り

手
づ
く
り
ケ
ー
キ
教
室

＆
プ
チ
音
楽
会

書
初
め
席
書
大
会

平
成
25
年
栃
木
市
成
人
式

　

食
育
体
験
学
習
事
業
と
し

て
、
地
元
産
食
材
を
使
っ
て
親

子
で
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◆
日
時　

12
月
24
日
（
月
・
振

休
）
９
時
～
12
時

◆
場
所　

都
賀
公
民
館
（
都
賀

とちぎアグリフェスタ 2012
第 9 回とちぎの農業まつり　

ＪＡしもつけ第 14 回ふれあいまつり in とちぎ
～新たな協同の創造～

12 月１日（土）・２日（日）9時～15時

　地元農産物の展示即売をはじめ、米 ･
野菜などの無料配布その他各種イベント
を予定。ご家族 ･ お友達などお誘い合わ

せのうえ、ご来
場ください。
◆場所　総合運
動公園　中心広
場（噴水広場）（川

原田町）
◆問合先　とちぎアグリフェスタ実行委
員会事務局（本農林課内）☎ 21 ‐ 2554

厚
生
セ
ン
タ
ー
冬
休
み
交
流
事
業

12
月
4
日
（
火
）
～
10
日
（
月
）
は
人
権
週
間
で
す　

２
０
１
２
年
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◆
日
時　

平
成
25
年
１
月
５
日

（
土
）
10
時
～
11
時

◆
場
所　

大
平
隣
保
館
（
大
平

町
新
）

◆
対
象　

市
内
在
住
児
童
、
生

徒
30
人
（
先
着
順
）

◆
費
用　

無
料

◆
持
ち
物　

習
字
セ
ッ
ト
、
大

き
い
下
敷
き
、
墨
汁
、
新
聞
紙

◆
日
時　

12
月
26
日
（
水
）
10

時
30
分
～
14
時

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー
（
旭

町
／
栃
木
第
四
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　

市
が
所
蔵
す
る
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の

手
稿
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
）

と
模
型
を
活
用
し
て
、
レ

オ
ナ
ル
ド
の
芸
術
と
科
学

に
ふ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

○
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
・
ノ
ー

ト
を
つ
く
ろ
う
！

◆
日
時　

12
月
15
日
（
土
）

13
時
～
15
時

◆
場
所　

栃
木
図
書
館
会

議
室
（
旭
町
）

◆
対
象　

小
学
3
年
生
以
上
、
一
般
、
20
人

◆
参
加
費　

５
百
円
（
材
料
費
込
み
）

◆
講
師　

笹
川
ア
ツ
コ
氏
（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

○
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
手
稿
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
）」

の
展
示

◆
日
時　

12
月
15
日
（
土
）
～
27
日
（
木
）
9
時
～
19
時
30
分

（
12
月
21
日
（
金
）
は
休
館
）

◆
場
所　

栃
木
図
書
館
（
旭
町
）　

○
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
夢
実
験
室

◆
12
月
22
日
（
土
）
13
時
30
分
～
14
時
30
分

◆
場
所　

藤
岡
公
民
館
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
対
象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は
保
護
者
の
付
添
い
が
必
要
）、

20
人

◆
参
加
費　

無
料

　

太
平
山
の
紅
葉
は
、
訪
れ
る

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

◆
対
象　

小
学
生
30
人
（
保
護

者
同
伴
も
可
）

◆
費
用　

２
０
０
円
／
人
（
子

ど
も
・
大
人
と
も
）

◆
内
容　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
ビ
デ
オ
上
映
等
（
昼
食
を

用
意
し
ま
す
）

◆
申
込
み　

12
月
3
日
（
月
）

～
21
日
（
金
）
ま
で

人
権
推
進
課
（
厚
生
セ
ン
タ
ー

／
☎
24
‐
２
４
４
４
）
へ

☆
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

　
「
人
権
デ
ー
」
と
は
、
１
９

４
８
年
12
月
10
日
「
世
界
人
権

宣
言
」
の
採
択
を
記
念
し
て
国

連
が
定
め
た
、
世
界
的
な
記
念

日
で
す
。

 

日
本
で
は
12
月
４
日
～
10
日

を
人
権
週
間
と
し
、
人
権
尊
重

思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓

発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
人
権
尊
重
思
想

へ
の
理
解
を
よ
り
い
っ
そ
う
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
重
点

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

☆
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

２
０
１
２

◆
日
時　

12
月
8
日
（
土
）
13

時
30
分
開
演
（
13
時
開
場
）

１
日
分
、
雑
巾

◆
内
容　

課
題
：
幼
児
「
好
き

な
平
仮
名
１
字
」、小
1
生
「
あ

い
」、
小
2
生
「
な
か
ま
」、
小

3
生
「
と
も
だ
ち
」、
小
4
生

「
生
き
る
力
」,

小
5
生
「
美
し

い
心
」,

小
6
生
「
平
和
な
朝
」,

中
学
生
「
社
会
道
徳
」
※
家
で

練
習
す
る
方
は
、
隣
保
館
で
手

本
を
配
布
。

◆
申
込
み　

12
月
3
日
（
月
）
～

大
平
隣
保
館
☎
43
‐
６
６
１
１

　

た
・
い
・
け
・
ん
！　

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
芸
術
と
科
学

皆
さ
ん
に
感
動
を
与
え
ま
す
。

特
に
、
山
頂
に
近
い
謙
信
平
付

近
の
紅
葉
は
格
別
で
す
。

◆
期
間　

12
月
2
日
（
日
）
ま
で

◆
場
所　

太
平
山
県
立
自
然
公

園
内

◆
主
催　

太
平
山
観
光
会

 

商
工
観
光
課 

☎
21
‐
２
５
４
３

栃
木
市
観
光
協
会

                  

☎
25
‐
２
３
５
６

出前講座で体力測定！
時 12 月13 日（木）10 時～ 12 時場勤労者総合福祉
センター（今泉町１丁目）対市内在住・在勤者 25 人費

無料申 12 月10 日（月）まで勤労者総合福祉センター
☎ 27‐7140
市民スキー祭参加者募集
時平成 25 年２月２日（土）場 エーデルワイススキー場
（日光市）内スキー講習、スキー技能テスト（３～５
級）、市民スキー大会定 45 人（先着順）費 小学生以
下（未就学児含む）3,000 円／人、中学生以上 4,000
円／人※交通費、傷害保険料などを含む（リフト代、
レンタル代、昼食代は含まれません）申所定の申込用
紙に参加費を添えて１月 24 日（木）まで石川スポーツ
☎ 24‐3161 ／石田スポーツ☎ 22‐1416 ／ツカダ
栃木店☎ 25‐2801 ／出口保険事務所☎ 22‐0858
宝くじスポーツフェア　ドリーム・ベースボール
in 栃木～元プロ野球選手がやってくる～
時 12 月２日（日）９時開場場総合運動公園硬式野球
場※講演会のみ総合体育館補助競技場内宝くじ特製
タオルをプレゼント1,000 人（先着順）／記念撮影／
少年少女ふれあい野球教室／金田正一氏のふれあい
講演会／ドリーム抽選会／アトラクション（プロに挑
戦・ホームラン競争）／ドリーム・ゲーム（開催地選抜
チームとの親善試合）
▼参加予定選手＝金田正一氏、谷沢健一氏、村田兆
治氏、前田幸長氏、仁志敏久氏、他 19 人
※ドリーム抽選会の賞品引き換え（12 時までに受付を
済まされた方が対象）ドリームゲーム終了後、硬式野
球場入口付近に抽選結果一覧表を貼り出します。当
選者は、入口付近の賞品引換所に半券チケットをお
持ちください。
※当日引き換えが出来ない方は 12 月 5 日（水）～ 25
日（火）の平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分に半券チケッ
トをお持ちのうえスポーツ振興課事務室（総合体育館
内）へ。★ 26 日以降は無効になります。
費無料（入場整理券が必要。市役所、各総合支所及
び教育支所、スポーツ振興課及び各教育支所スポー
ツ振興チーム、大宮・皆川・吹上・寺尾・国府公民館、
部屋・真名子出張所、総合体育館、つがスポーツ公園、
西方総合文化体育館、ゆうゆうプラザ、渡良瀬の里で
配布）

本スポーツ振興課☎ 25‐0930
親子スキー・スノーボード教室
時平成 25 年１月７日（月）場 ハンターマウンテン塩
原（那須塩原市）対市内在住の親子
60 人（先着順）費大人 2,000 円、小
人 1,500 円※リフト代他は、別途個人
負担申 12 月３日（月）～ 20 日（木）
都賀公民館☎ 27‐5050

◆
場
所　

栃
木
文
化
会
館
（
旭

町
）

◆
定
員　

１
千
２
百
人
（
先
着

順
）

◆
入
場
無
料

町
都
賀
）

◆
対
象　

市
内
小
・
中
学
生
と

保
護
者
（
未
就
学
児
は
相
談
く

だ
さ
い
）

◆
定
員　

36
家
族
（
先
着
順
）

◆
費
用　

１
千
円
／
家
族

（
ケ
ー
キ
１
個
）
※
試
食
用

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
は
１
個
百
円

◆
持
ち
物　

飾
り
付
け
の
食
材

（
イ
チ
ゴ
は
用
意
し
ま
す
）、
泡

だ
て
器
（
で
き
れ
ば
電
動
式
）、

ス
テ
ン
レ
ス
製
ボ
ー
ル

◆
内
容　

①
生
ク
リ
ー
ム
作
成

②
ケ
ー
キ
飾
り
付
け
③
プ
チ
音

楽
会
鑑
賞

◆
申
込
み　

12
月
３
日
（
月
）

～
12
日
（
水
）

都
賀
公
民
館
☎
27
‐
５
０
５
０

◆
講
師　

平
野
宗
氏
（
と
ち
ぎ
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
）

○
レ
オ
ナ
ル
ド
が
考
案
し
た
模
型
の
展
示

◆
場
所　

藤
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
（
藤
岡
町
藤
岡
）

◆
日
時　

12
月
15
日
（
土
）
～
27
日
（
木
）
9
時
～
17
時
（
12
月

17
日
（
月
）、
25
日
（
火
）
は
休
館
）

◆
申
込
み　

 

文
化
課 

☎
21
‐
２
４
２
６
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

23
‐
７
０

５
９

◆
講
師　

落
合
恵
子
氏（
作
家
・

ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
代
表
）

◆
演
題　

自
分
色
に
輝
く
～
21

世
紀
の
人
権
～

◆
そ
の
他　

市
内
小
学
生
の
人

権
書
道
や
人
権
原
画
コ
ン
テ
ス

ト
へ
の
出
品
作
品
等
の
展
示

◆
問
合
先　

人
権
推
進
課
（
大

平
隣
保
館
内
）
☎
43
‐
６
６
１
１

◆
開
催
日　

平
成
25
年
１
月
13

日
（
日
）

◆
対
象　

新
成
人
（
平
成
４
年

４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
方
）

◆
会
場
（
場
所
／
時
間
／
問
合

先
）
▽
栃
木
会
場
（
栃
木
文

化
会
館
／
開
場
10
時
、
開
式

11
時
／
生
涯
学
習
課
☎
21
‐

２
７
３
３
）
▽
大
平
会
場
（
大

平
文
化
会
館
／
開
場
９
時
、
開

式
10
時
／
大
平
教
育
支
所
☎
43

‐
９
２
１
９
）▽
藤
岡
会
場（
藤

岡
文
化
会
館
／
開
場
９
時
、
開

式
10
時
／
藤
岡
教
育
支
所
☎
62

‐
４
３
２
１
）▽
都
賀
会
場（
都

賀
文
化
会
館
／
開
場
９
時
、
開

式
10
時
／
都
賀
教
育
支
所
☎
27

‐
５
０
５
０
）▽
西
方
会
場（
西

方
総
合
文
化
体
育
館
／
開
場
10

時
、
開
式
11
時
／
西
方
教
育
支

所
☎
92
‐
０
３
１
６
）

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
３
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ　 ＝主催　 ＝後援
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
12 月17 日（月）13 時 30 分～ 栃

木保健福祉センター（今泉町２丁目）
市内在住で働く意欲のある 60 歳以上
の方 問い合わせはお住まいの地域の
事 業 所へ。栃 木事務局☎ 23‐4165
▽藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽都賀事
業所☎ 27‐8812 ▽大平事業所☎ 43
‐0155 ▽西方事業所☎ 92‐8390 ※
除草・塗装のできる方大募集（経験者、
興味のある方は参加ください）

シルバー人材センター刃物研ぎ
12 月19 日（水）９時～ 12 時（申込

みは 12 時まで）※雨天中止 蔵の街
広場（万町） 包丁類 300 円～、刈込
はさみ 500 円～、修理 100 円～ シ
ルバー人材センター栃木事務局☎ 23‐
4165

ボランティア入門あらかると講座受講者
募集

１月17 日（木）「精神障がいについて
学ぼう」～精神障がいの理解～、２月
21日（木）「知的障がいについて学ぼう」
～知的障がいの理解～※いずれも 10
時～ 12 時 栃木保健福祉センター（今
泉町２丁目） ボランティアに興味があ
る方各 20 人（複数の講座を受講可）
無料 12 月３日（月）～社会福祉協議
会☎ 22‐4457

第 18 回盲導犬育成チャリティーコン
サート

12 月９日（日）開場 11 時 30 分、開
演 12 時 都賀文化会館（都賀町原宿）

幼児～大人 800 人 第 1 部…楽しも
うコンサート（ピアノ・ハーモニカ・ハン
ドベル・和太鼓の発表）、第 2 部…ハー
モニカトリオ♪ミネストローネコンサー
ト、ロビー催し…盲導犬とのふれあい・
バルーンアート他 無料 盲導犬育成
支援の会／荒川☎ 92‐2221

藤岡茶道サークル
毎月第２・４水曜日18 時 30 分～ 21

時 藤岡公民館（藤岡町藤岡） どな
たでも 表千家の茶道のお作法を習得
する 月３千円 随時受付／藤岡町茶
道サークル／加藤☎ 62‐5061

藤岡オピニオンリーダーの会どーなつク
ラブ　親子クリスマス会

12 月９日（日）10 時～ 12 時 藤岡
公民館（藤岡町藤岡） 幼児と保護者

人形劇、親子でレクレーション、交
流会・お楽しみプレゼント 無料 藤
岡町家庭教育オピニオンリーダー／林☎
62‐5374

渡良瀬遊水池　ヨシ刈りデー
　貴重な動植物のすみかを守るための
ヨシ刈り。冬の澄んだ青空のもと、一
緒に汗を流しませんか。

12 月９日（日）９時 30 分～ 12 時※
雨天の場合 16 日（日）に延期 藤岡遊
水池会館駐車場集合（藤岡町藤岡）
渡良瀬遊水池でヨシ刈り※運動靴、軍
手、あれば鎌、飲み物 わたらせ未来
基金／猿山☎ 23‐1078

栃木市市民活動推進補助事業「とちぎ夢
ファーレ」　第13回蔵の街うたごえ喫茶

12 月15 日（土）14 時～ 16 時 栃
木商工会議所（片柳町） どなたでも

曲目…仰げば尊し、遠くへ行きたい、
おおスザンヌ他 300 円（飲み物・歌
集代） 蔵の街うたごえ実行委員会／
岩川☎ 24‐5868

栃木市市民活動推進補助事業「とちぎ
夢ファーレ」高齢者と玩具のボランティ
ア養成講座

１２月２日（日）10 時 30 分～ 12 時
市民活動推進センターくらら（境町）
年齢を忘れさせて人々の心を繋げる

機能がある、おもちゃの魔法を学びま
せんか。講演「玩具療法の効用について」

小林るつ子氏（玩具福祉学会理事長）
30 人 無料 おもちゃ de 元気会

おもちゃ図書館／山下（℡ 090-6542-
3384）

市民公開講座
12 月９日（日）13 時～ 16 時※受付

12 時 30 分～ 栃木グランドホテル（万
町） 市民 講演「健康長寿はかかり
つけ歯科医から」星旦二氏（首都大学
東京都市環境科学教授）、講演「かか
りつけ歯科医の役割」岡本昌樹氏（下
都賀歯科医師会理事）、シンポジウム

無 料 栃 木 市、 栃 木県歯 科 医 師
会 下都賀歯科医師会事務局☎ 20‐
1817／ＦＡＸ 20‐1818

栃木共同高等産業技術学校　
平成 25年度訓練生募集

中学卒業以上の学力を有し、大工・
工務店・建築設計事務所等の建設関係

事務所に勤務している方。またはこれか
ら勤務を予定している方。転職または
再就職の準備のために認定職業訓練を
受講することを希望する方。職場で、リ
フォームやバリアフリー等に関する技術
取得を希望する方。その他入学を希望
する方（若干名） 平成 25 年１月15 日

（火）～３月 31日（日）※問い合わせは
随時受付中（日・月曜日休校）栃木共
同高等産業技術学校☎ 23‐2129

太平少年自然の家　とびっきり！門松づ
くり

12 月 15 日（ 土 ）、16 日（ 日） ９時
30 分～ 16 時 太平少年自然の家集合

（平井町） 県内の小学生以上の子ども
と保護者等（各 15 家族） 家族で協
力して正月の門松をつくる １家族１千
円程度＋参加者１人につき100 円 11
月 26 日（月）まで（必着）。ハガキかＦ
ＡＸで県立太平少年自然の家☎ 24‐
8551 ／ＦＡＸ 24‐8569

精神障害者家族教室
12 月７日（金）13 時 30 分～ 15 時

30 分 下都賀庁舎（神田町） 統合
失調症と診断された方の家族 50 人 講
演「統合失調症について」石黒慎氏（獨
協医科大学精神神経医学講座助教）
12 月６日（木）まで県栃木健康福祉セ
ンター保健衛生課☎ 22‐4121

「世界エイズデー」
休日検査等の実施

12 月１日（土）10 時～ 14 時※予約
不要 小山庁舎（小山市犬塚） ＨＩ
Ｖ検査（希望で、梅毒検査・クラミジア
抗原検査・淋菌抗原検査・Ｂ型、Ｃ型
肝炎ウイルス検査も同時に受信可）※
匿名検査◆検査結果：即日（クラミジ
ア・淋菌・Ｂ型Ｃ型肝炎検査は、後日）
※感染が疑われる出来事があった日か
ら、12 週間以上経っていることが必
要です。※県南健康福祉センターでは、
その他相談を随時受付中。毎週水曜日

（受付 13 時～ 14 時）ＨＩＶ検査・性感
染症検査あり 無料 県南健康福祉セ
ンター感染症予防担当☎ 0285‐22‐
1219

栃木県シニアセンター年末特別講座
12 月３日（月）ｉＰａｄ体験・活用講

座、12 月６日（木）デジカメで動画を
撮って作品を創る講座。いずれも13 時
30 分～ 16 時 30 分 ６人（ｉＰａｄ体
験・活用講座）、５人（デジカメで動画
を撮って作品を創る講座）ともに先着
順 500 円 ＮＰＯ法人栃木県シニア
センター☎ 20‐3322

中小企業季節資金（年末資金）融資
　県では、中小企業の皆さんに年末の
運転資金の融資を行います。ご利用く

ださい。
県内に１年以上事業所を有して営業を

行っている中小企業及び事業協同組合
等 ◆資金の使いみち＝商品仕入れ、
ボーナスの支払いなどの季節的な運転
資金◆融資額＝企業１千万円以内、団
体１億円以内◆融資利率＝年２・０% 以
内◆融資期間＝平成 25 年 3 月 29 日

（金）まで◆融資の申込先＝県内に本店
を有する銀行、信用金庫及び信用組合
の県内営業店 12 月 28 日（金）まで
取扱金融機関又は県経営支援課☎ 028
‐623‐3181

必ずチェック　最低賃金 !!　
使用者も、労働者も
　県最低賃金が 10 月1 日から705 円
に改定されました。
　県区域内の事業場で働くすべての労
働者とその使用者に適用されます。一
般労働者はもちろん、臨時、パート、ア
ルバイト等にも適用されます。なお、特
定の産業には特定（産業別）最低賃金
が定められています 栃木労働基準監
督署☎ 24‐7766

こころの健康講座
「依存症とこころの健康～人はなぜのめ
り込むのか～」

12 月12 日（水）14 時～ 16 時 小
山庁舎（小山市犬塚） どなたでも参
加できます。80 人 お酒やギャンブル
など、やめたいのにやめられない習慣に
ついて学ぶ 無料 12 月７日（金）ま
で県南健康福祉センター健康支援課☎
0285‐22‐6192

とちぎ難病相談支援センター医療相談
12 月１日（土）、21 日（金）13 時～

16 時 とちぎリハビリテーションセン
ター ▽１日対象疾患：皮膚・結合組
織疾患　小宮根真弓氏（自治医科大学
付属病院皮膚科）▽２１日対象疾患：
神経・筋疾患　森田光哉氏（自治医科
大学付属病院神経内科）※獨協医科大
学病院の医療ソーシャルワーカーによる
生活福祉相談を同時開催 無料 とち
ぎ難病相談支援センター☎ 028‐623
‐6113 ※予約制（月～金１０時～１２時、
１３時～１６時）

福祉のお仕事ミニ面談会
12 月７日（金）13 時～ 15 時 30 分
壬生町保健福祉センター 福祉の仕

事を探している方、または転職を考えて
いる方、平成 25 年 3 月卒業見込みの
学生 無料 県社会福祉協議会福祉人
材 ･ 研修センター☎ 028‐643‐5622
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９
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／
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　  ◆綾戸智恵　Wonderful World　
平成 25 年 1 月27日( 日 )  15:30  

15:00　  大ホール　   1,200 人  
全席指定 6,500 円　  発売中　  市
内文化会館、西方公民館、イープラス、
セブンチケット
　1998 年 6 月にデビューして以来、
今年で 15 周年を迎えた綾戸智恵のス
テージ。栃木文化会館初公演
※未就学児の入場はご遠慮ください。
　◆青春フォークＩＮ栃木２０１２

 12 月 ９ 日 ( 日 )　  15:30　  
15:00   大ホール　  1,200 人　  
全席指定 4,000 円   発売中  市内
文化会館、セブンチケット
出演　杉田二郎・因幡晃・庄野真代
※未就学児の入場はご遠慮ください。

 有り
◆栃木県内巡回公演　サンリオファミ
リークラシック　リボンの国の音楽会

 12 月 23 日 ( 日 )　  14:00　  
13：30　  大ホール   1,200 人　

 全席指定　大人 1,500 円／子ども
500 円　  発売中　   市内文化会
館、西方公民館、イープラス、セブン
チケット
　家族でお楽しみいただけるクラシッ
クコンサートです。  有り（有料）
　　　 ◆トッコ演劇工房 vol.4

 12 月 22 日 ( 土 )  17:00　   
16:30　  小ホール　  400 人　  ◆カウントダウンのクリスマスコンサート

全席自由 800 円　  発売中 市内文
化会館、西方公民館
　「DOKUSAISHA ～ Charles Chaplin 
"The Great Dictator" より～」と芝居
畑クローバー「SNOWMAN」の同時
上演です。

　　　～参加型ピアノ演奏会～　
「ベーゼンドルファー演奏会」　参加者募集

  2 月 2 日 ( 土 )  13:30    13:00 
  793 人　  メインホール　◆参加

受付（休館日を除く）12 月１日（土）
～１月 18 日（金）　◆対象▽演奏会：
どなたでも▽参加者：小学生以上
　大平文化会館にある世界の名器「ベー
ゼンドルファー２７５」で参加型のピア
ノ発表会を開催します。日頃の練習成
果を大きなホールで響かせてみてはい
かがでしょうか。
　電話・FAX・メールなどで、氏名・住所・
電話番号（携帯可）・演奏時間（ピアノ
を使ったアコースティックコンサートを
20 分以内で構成してください）・演奏
の希望時間帯・曲目（プログラム作成
の為）をお知らせください。
　締切後に出場時間等を明記した出場
要綱を郵送します。（FAX43‐9090）

 12 月 23 日 ( 日 )　  14:00　   
13:30　  800 人（小学生以上）　  
大人 1,000 円、中学生以下 500 円　
   発売中　  市内各文化会館
ゲスト　渡辺幹男ユニット　
　都賀地域を拠点に活躍するジャズバ
ンド「カウントダウンオーケストラ」
が黒いオルフェメドレー・情熱大陸・
ホワイトクリスマス他を演奏。　　　  
　　　  ◆北島三郎コンサート　

 2 月 17 日 ( 日 )　  1 回目 14:30
～  2 回 目 18:00 ～ (2 回 公 演 )　   

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県内の

　小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健

　福祉手帳の交付を受けている方と介助者 1名

　は無料

※団体は 20 人以上

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

一村絵画の制作背景を探ります。なお、
栃木市所蔵の一村撮影の写真 56 点の
全てが展示されるのは、本展がはじめて
の機会となります。
◎学芸員によるギャラリートーク
◆日時　12 月 22 日（土）、1 月 5 日

（土）、1 月 19 日（土）　各日 14 時～
※申込不要、観覧券をお求めのうえ、
当館受付までお集まりください。
◎クラビ活動「田中一村入門」
田中一村についての基礎知識をお話し
します。
◆講師　当館学芸員
◆日時　12 月 23 日（日）14 時～
◆場所　小山高専サテライト・キャン
パス　スタジオ 1
◆対象　中学生以上
◆参加費　無料
◆定員　15 人 ( 要申込、先着順 )
◆共催　小山工業高等専門学校
◆申込方法　電話 ( とちぎ蔵の街美術
館 0282 ‐ 20 ‐ 8228) または、メー
ル (event@kuramuseum.com) で申し込
みください。メールは、件名に「催事
名、催事日」、本文に「氏名 ( 参加者分 ) 
、電話番号」を明記ください。担当者
が折り返し、受付確認の連絡をします。
◆申込締切　12 月 21 日（金）

収蔵品展　田中一村の眼

● 12 月 22 日（土）～ 1 月 20 日（日）
●開館時間　9 時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　毎週月曜日（祝日の場合
は開館し、翌日休館）、年末年始（12
月 29 日～ 1 月 3 日）

―写真が語る一村像―

　本展では、遺品の絵の具箱の底から
発見された田中一村（1908-1977）撮
影のフィルムからプリントした 56 点の

写 真 を 中 心 に、
晩年の一村を写
した写真、一村
の遺品のカメラ、
奄美移住前の肉
筆画などを展覧
し、見る人を惹
きつけてやまない

　　◆美寿々すみ子の唄かたり
～ふるさとの民話・人情話で泣き笑い～

 １２月８日（土）　 14:00 ～ 16：
00　  13:30　  
無料（自由席）おな
じみ栃木の語り部美
寿々すみ子が民謡や
わらべ歌、ふるさと
の民話をたっぷり聞
かせてくれます。
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　▲美寿々すみ子　

田中一村撮影
≪写生する一村≫
栃木市蔵 ©Hiroshi Niiyama

　
　
　
　
図
書
館
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　

800 名（小学生以上）　 7,000 円 ( 全
席指定 )　　   発売中　  市内各文化
会館、イオン栃木店、八百林商店（西
方町）
ゲスト　北山たけし

　　▲北山たけし

◀北島三郎
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

○ぺたぺた記念日
12 月５日（水）10 時～ 11 時 30

分（時間内参加自由） ０歳以上
手形・足形、身長・体重測定
○毛糸でふわふわシュシュ作り

12 月８日（土）14 時～ 15 時 ４
歳以上 15 人（先着順） 12 月１日

（土）～
○ぷちぷちひろば

12 月 26 日（水） ０～ 11 か月児
○のびのびひろば

12 月 28 日（金） 1 歳以上の未
就園児
☆のびのびひろば、ぷちぷちひろば
共 通 事 項　 10 時 30 分 ～ 11 時
30 分（時間内参加自由） 福を呼び
込むミニ門松作り※飾りの種類によっ
て数に限りあり。
○新春福引き～今年最初の運だめし
～

１月４日（金） 幼児以上 100 人（先
着順）※はずれクジなし
☆共通事項　 無料

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

○ころころ広場
12 月11日（火）10 時 30 分～ 11

時 30 分（時間内参加自由） 大平
みなみ児童館 乳幼児と保護者 ク
リスマスグッズ製作 無料
○ころころ広場クリスマス会

12 月 18 日（ 火 ）10 時 30 分 ～
12 時 ゆうゆうプラザ 乳幼児と保
護者約 60 組 無料 受付中
○赤ちゃんサロン

12 月 6 日（ 木 ）・13 日（ 木 ）10
時 30 分～ 11 時 30 分 大平みなみ
児童館 ０歳児と保護者 30 組 ふ
れあい遊び、ママ同士のおしゃべり、
身体計測（６日のみ） 無 料 受付
中

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

○双子ちゃん遊ぼう
12 月３日（月）10 時～ 12 時 未

就園児の双子と保護者または双子を
妊娠中の方 無料※一般にも開放
○ほのぼの移動広場

12 月４日（火）、18 日（火）10
時 30 分～ 11 時 30 分（時間内参加
自由） イオン栃木店 保育士によ
る歌遊び、絵本読み、ミュージック・
ケア等や子育て相談
○親子ふれあい給食

12 月７日（金）受付 10 時～ 10 時
30 分 ５組（当日先着順） 800 円

（離乳食有り）
○健康相談日

12 月17 日（月）10 時～ 15 時
身体測定※午前中、助産師相談（予
約不要）あり

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

さくら３Ｊホール

○見て！作って！バルーンアート
12 月13 日（木） 20 組（先着順）
葭葉由佳子氏 12 月３日（月）～
○すくすくタイム

12 月６日（木）身長・体重測定、
21日（金）クリスマス会、27 日（木）
年賀状製作
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 未就園児と保護者 無
料 不要

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 12月10日（月）、
12 日（水）◇２歳以上 12 月 11
日（火）ともに時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分
〇人形劇やシアターを観に来ません
か！

12 月 20 日（木）10 時 30 分～11
時 30 分 1 歳６か月以上児と保護
者 20 組（先着順） ボランティア・
コロポックルの皆さん 12 月４日

（火）・５日（水）10 時～電話で
○カレンダー作り☆

12 月 17 日（月）・26 日（水）10
時 30 分～ 11 時 30 分、12 月18 日

（火）13 時 30 分～ 14 時 30 分
○幼児教室（希望者のみ）

12 月13 日（木）10 時 30 分～ 11
時 30 分
〇もちつきに参加しよう！

12 月 21 日（金）11 時～ 12 時
２歳以上の未就園児 15 組（先着順）

12 月 13 日（木）、14 日（金）10
時～電話で
　☆印は自由参加です。

○パネルシアターをみて　うたおう
◇６か月～１歳５か月児

１２月４日（火）、６日（木）、１１日
（火）、１４日（金）、１７日（月）
◇１歳６か月～未就園児

１２月３日（月）、５日（水）、１３日
（木）、１８日（火）、１９日（水）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組
○ボールを使ったリズム体操

12 月10 日（月）９時 30 分～ 11
時 ２歳～未就園児 15 組 バスタ
オル、タオル、飲みもの 倉持雅代
氏（パーソナルトレーナー）
☆共通事項　 11 月 27 日（火）～
29 日（木）９時～ 15 時

（☎ 22‐7100）

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○ほんわかタイム
12 月４日（火）当日受付 ０歳児

と保護者 親子でのふれあい遊びと
おしゃべりタイム 無料
○プチなかよしタイムⅢ期③

１2 月11 日（火） 平成 23 年 10
月～ 12 月生まれの乳児と保護者 15
組（先着順） 親子でふれあい遊び
と心理士の話 無料 12 月３日

（月）～
○クリスマス会

１2 月12 日（水） 乳幼児と保護
者 30 組（ 先着順） 「vivid」のコ
ンサート 無料 11 月 27 日（火）
～
○なかよしタイムⅣ期

平成 25 年１月９日～３月13 日の
水曜日（10 回） ２歳３か月以上と
保護者 30 組（先着順） 親子で歌、
体操、読み聞かせ、ゲーム等の集団
活動。親子の仲間づくり 無料
12 月13 日（木）～

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

○クリスマスの飾りを作ろう
12 月３日（月） 

○開放保育
12 月12 日（水）

○お正月リース作り
12 月19 日（水）

○クリスマス会　
12 月 25 日（火） 15 人（先着順）

☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
地域子育て支援センターにしかた
未就園児と保護者 無料　

○お菓子作りに挑戦！
12 月９日（日）13 時～ 16 時※集

合 12 時 30 分 さくら３Ｊホール
小学生 15 人（先着順） エプロン、
三角巾 500 円 12 月 3 日（ 月）
～７日（金）まで電話で
○キッズサロンウィンターコース

平成 25 年 1 月上旬～隔金曜日（全
4 回）10 時～ 11 時 30 分 平成 21
年 4 月～平成 23 年 11 月生まれの乳
児と保護者 ふれあい遊び、リズム
遊び、ゲーム遊び等 Ａ，Ｂ各コース
25 組（先着順） 12 月 3 日（月）～
14 日（金）までメール受付※ sakura-
3j@sakura-kids.jp に保護者名、子ど
も名、読み仮名、生年月日、〒住所、
電話番号を送信。日程・コース等は
後日 郵送。

○作ってみよう！マカロニリース
12 月 8 日（土） 可愛い形のマカ

ロニやどんぐりを使ってリースを作る
よ！
○壁掛けのお正月飾りを作ってみよ
う！

○お誕生会（10月～12月生まれ）
12 月 7 日（金） 乳幼児と保護者

20 組（先着順） 10 月～ 12 月生ま
れのお友達をみんなでお祝いしよう

12 月 6 日（木）まで
○クリスマス会　

12 月14 日（金） 藤岡保健福祉
センター 乳幼児と保護者 30 組（先
着順） 人形劇・大型紙芝居・パネ
ルシアターなど いわふねお話キャラ
バン 12 月 3 日（月）～
○リズムあそび　

12 月 21 日（金） 乳幼児と保護
者 20 組（先着順） 親子で音楽に
合わせて体を動かそう 12 月15 日

（月）～
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 無料　

大平児童館
（☎ 43‐2350）

○天体観測
晴れた日の水曜日 19 時～ 21 時
天体望遠鏡で星空を観察しよう！
無料 雨天時イベント開催の有

無等、詳しい内容はホームページ
www.10years4kids.com まで。冬休
み中の団体利用の予約も受付中。

○冬休みスポーツ大会～なわとび大
会～小・中・高校生は個人で！みんな
で！１位をめざそう！乳幼児はジャン
プジャンプであったまろう！

12 月 27 日（木）13 時～ 15 時※
時間内参加自由 なわとび
○ 1月のママといっしょ

12 月13 日（木）～ 12 月 25 日（火）
※ 4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と保護
者） 1 月 18 日（ 金 ）10 時 30 分
～ お正月あそび バスタオル◇く
ま①クラス（1 歳～ 1 歳 5 か月児
と保護者） 1 月 22 日（火）10 時
30 分～ 小麦粉粘土※汚れても良
い服装　
◇くま②クラス（1 歳 6 か月～ 1
歳 11 か月児と保護者） 1 月 22 日

（火）11 時 15 分～ 小麦粉粘土※
汚れても良い服装
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者） 1 月 25 日（金）10 時
30 分～ 小麦粉粘土※汚れても良
い服装　
○リトミックワールド～リズムに合
わせて心と身体を育てよう～

1 月 29 日（ 火 ）10 時 30 分 ～　
1 歳 6 か月以上の未就園児と保護

者 20 組※定員を超えた場合は抽選
クレヨン、B4 判の画用紙帳※軽装

でお越しください 12 月13 日（木）
～ 25 日（火）
☆共通事項　 無料 電話または
直接いまいずみ児童館へ

12 月 22 日（土） 扇や松竹梅の
飾りをたくさんつけて壁飾り作り○
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
無くなり次第終了 18 歳未満各日
30 人（当日先着順） 無料

○マタニティー＆ベビーの日
12 月 20 日（木）14 時～ 15 時

妊娠５か月以上（臨月を除く）の妊婦
または夫婦２組 赤ちゃんのお世話、
調乳、おやつ試食 エプロン、母子
手帳 無料 10 時～ 15 時に電話
で
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休日・夜間救急診療

☆鹿沼地区休日・夜間急患診療所
鹿沼市坂田山（鹿沼市民文化センター内）

☎ 0289‐65‐2101
・休日昼間 / 日曜日・祝日・年末年始
　　　10：00 ～ 16：30（内科・小児科・歯科）
・夜　　間 / 日曜日・祝日・年末年始
 　         　　平日（月、水、金曜日）
　　　19：00 ～ 21：30（内科・小児科）

外科系在宅当番医（9:00 ～ 17:00）
12 月 医療機関名 電話番号

2（日） 上都賀総合病院 0289‐64‐2161
9（日） 御殿山病院 0289‐64‐2131
16（日） 荒木医院 0289‐64‐2775
23（日） 西方病院 0282‐92‐2323
24（月） 宮司外科胃腸科 0289‐62‐6222
30（日） 小池医院 0282‐60‐1300
31( 月） 西方病院 0282‐92‐2323

市のホームページにも掲載しています。

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日  9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）

※事前に☎確認してお出かけください。

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

1 土 箕輪（箕輪内科）

2 日
内：田村（田村医院）
外：大山（大山整形外科）

3 月 青木（虎）（青木医院）
4 火 成田（成田内科）
５ 水 与倉（与倉ペインクリニック）
６ 木 関口（弘）（関口医院）
７ 金 亀田（亀田整形外科医院）
８ 土 横山（よこやま内科小児科クリニック）

９ 日
内：中元（中元内科医院）
外：川島（かわしまクリニック）

10 月 青木（章）（静和医院）
11 火 斉藤（伸）（さいとう小児科）
12 水 竹田（竹田内科医院）
13 木 野崎（野崎医院）
14 金 筒井（筒井医院）
15 土 青木（虎）（青木医院）

16 日
内：土谷（土谷医院）
外：藤沼（彰）（藤沼医院）

17 月 永谷（大島医院）
18 火 桜井（桜井こどもクリニック）
19 水 秋元（秋元クリニック）
20 木 川島（かわしまクリニック）
21 金 腰塚（学）（ちづかクリニック）
22 土 玉野（たまのクリニック）

23 日
内：小森谷（小森谷内科医院）
外：亀田（亀田整形外科医院）

24 月
内：箕輪（箕輪内科）
外：野崎（野崎医院）

25 火 中坪（なかつぼクリニック）
26 水 高田（高田クリニック）
27 木 長谷川（長谷川医院）
28 金 小林（こばやしクリニック）
29 土 新村（新村ファミリークリニック）

30 日
内：永谷（大島医院）
外：大家（おおやクリニック）

31 月
内：関口（弘）（関口医院）
外：大山（大山整形外科）

市のホームページにも掲載しています。

毎日 19：00 ～ 23：00  　 ☎ 028‐600‐0099　
　　　　　　  プッシュ回線の場合　  #8000 

乳幼児健診等のご案内

本   

庁   

健   

康   

増   
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課    
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５
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☎
25
‐
３
５
１
２

 

大
平
総
合
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所
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康
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☎
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１
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８

 

藤
岡
総
合
支
所
健
康
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☎
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０
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０
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都
賀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
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‐
１
１
０
３

 

西
方
総
合
支
所
健
康
福
祉
課　

☎
92
‐
０
３
１
１

問合先

１月の集団健診日程

日曜
日 場　所 対象

受診項目
特
定
健
診･

肝
炎
ウ

イ
ル
ス
・
胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん

前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
密
度

10 木 ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
13 日 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○

健診当日の受付時間は、8：30 ～ 10：30 です。

１月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
７ 月 ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
15 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
17 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30
21 月 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30
29 火 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30

１月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
17 木 ゆうゆうプラザ

13：30 ～ 16：30
29 火 栃木保健福祉センター

12 月の乳幼児健診
個別通知にてご案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

18 火 西方（西方保健センター）
19 水 大平（ゆうゆうプラザ）
19 水 都賀（都賀保健センター）
20 木 栃木（栃木保健福祉センター）
21 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）

9 か月児健診
7 金 栃木（栃木保健福祉センター）

12 水 栃木（栃木保健福祉センター）
18 火 西方（西方保健センター）
19 水 都賀（都賀保健センター）
20 木 大平（ゆうゆうプラザ）
21 金 藤岡（藤岡保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
5 水 栃木（栃木保健福祉センター）
5 水 大平（ゆうゆうプラザ）

17 月 都賀（都賀保健センター）
19 水 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
6 木 大平（ゆうゆうプラザ）

12 水 藤岡（藤岡保健福祉センター）
13 木 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
4 火 藤岡（藤岡保健福祉センター）

12 水 大平（ゆうゆうプラザ）
18 火 栃木（栃木保健福祉センター）

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健
福祉センター ゆうゆうプラザ

①妊娠中の生活・仲間づくり  終了 12 月 14 日（金）
②育児について・栄養指導   12 月 14 日（金）   １月 11 日（金）
③妊婦体験・沐浴指導     １月 19 日（土）    ２月 16 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

会　場
月 日 曜日 内　 容

 栃木健康福祉センター―
12 21 金 ふれあい遊び・子育てアドバイス
１ 19 土 絵本読み聞かせ・ストレッチ

ゆうゆうプラザ
12 12 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
12 10 月 ベビータッチケア
１ 18 金 離乳食実習

 都賀保健センター
12 14 金 離乳食のお話・ベビータッチケア

　
　
　
　
（
12
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
3 月 栃木 （栃木保健福祉センター）

11 火 都賀 （都賀保健センター）
17 月 大平 （ゆうゆうプラザ）
17 月 藤岡 （藤岡保健福祉センター）

健康のため年に 1 回
健康診断を受けましょう

≪栃木地区急患センター 12 月の当番医≫

≪急患センター終了後、問合先≫

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

≪とちぎ子ども救急電話番号≫

≪西　方　地　域≫

集団健診等のご案内

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

※平成24年度の集団健診は1月13日で終了となります。

早期発見　脳卒中 ～脳卒中を見逃さないために～

脳卒中の初期症状
・手や足に力が入らない
・片眼が見えにくい
・箸や茶碗を落とす
・激しい頭痛がする
・ろれつが回らない　など

休日・夜間でも翌日
の朝まで待たないで、
すぐ受診を！
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平成 23年 12月生まれの赤ちゃん

      （募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・  生年月日 ・
住所・  電話番号・保護者名を記入して　〒 328 ‐ 8686 市
役所秘書広報課へ。

                写真は返却しません。
 　   （締め切り）　平成 24 年  ２月生まれ  12 月   ６日（木）
  　 （当日必着）　平成 24 年  ３月生まれ   １月  15 日（火）

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

廣瀬　千
ち づ る

鶴ちゃん

福地　愛
あ い と

斗ちゃん

丸山　侑
ゆ う ま

真ちゃん

石塚　瑚
こ と

都ちゃん

萩原いろはちゃん大川　咲
さ あ や

絢ちゃん

名淵　健
け ん ご

悟ちゃん 寺内　皇
こうせい

誠ちゃん

山本　真
ま ゆ

結ちゃん

石川　竜
たつひろ

大ちゃん

増山　留
る い

衣ちゃん

栗原　燦
さんせい

成ちゃん

茂呂　暁
あ き と

人ちゃん

塚田　航
わ た る

琉ちゃん

寺内　遼
りょう

ちゃん
渡邊　琉

りゅうや

也ちゃん

小澤　明
め い さ

紗ちゃん

人見　伊
い ぶ き

吹ちゃん

和田　祐
ひ ろ き

輝ちゃん

柴　伯
は く と

虎ちゃん

荒川　七
な な み

海ちゃん

嶋　悠
ゆ う と

翔ちゃん

永田　優
ゆ あ

空ちゃん

寺内　彬
あ や と

人ちゃん 田村　果
か れ ん

蓮ちゃん中田　怜
れ の

希ちゃん

原澤　岬
みさき

ちゃん

五月女彩
あ や か

華ちゃん

渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

　

９
月
29
日
、
藤
岡
文
化
会
館

で
『
渡
良
瀬
遊
水
地
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
登
録
記
念
講
演

会
』（
栃
木
県
・
栃
木
市
・
小

  

全
山
が
県
内
最
大
の
都
市
公
園

 　
　
　
　

七
石
見
つ
け
、
ゆ
っ
く
り
登
山

　

市
の
南
西
部
、
佐
野
市
と

岩
舟
町
に
ま
た
が
り
三み
か
も
や
ま

毳
山

（
２
２
９
㍍
）
が
あ
る
。
古
代

か
ら
旅
人
の
目
標
で
万
ま
ん
よ
う
し
ゅ
う

葉
集
に

も
歌
わ
れ
て
い
る
。
栃
木
百
名

山
の
一
つ
で
全
山
が
県
内
最
大

の
都
市
公
園
に
な
っ
て
い
る
。

　

栃
木
、
佐
野
、
岩
舟
の
３
市

町
か
ら
登
れ
、
危
険
な
場
所
も

ほ
と
ん
ど
な
く
、
階
段
も
整
備

さ
れ
て
い
て
３
時
間
ほ
ど
で
縦

走
で
き
る
。
週
末
に
は
登
山
者

に
家
族
連

れ
の
ハ
イ

カ
ー
、
観

光
客
も
加
わ
っ
て
に
ぎ
や
か

だ
。
登
る
の
が
苦
手
な
人
は
東

口
広
場
か
ら
出
て
い
る
フ
ラ

ワ
ー
ト
レ
イ
ン
を
利
用
す
る

と
、
平
日
に
限
る
が
山
頂
中
継

広
場
ま
で
到
達
で
き
る
。

　

登
山
道
の
途
中
に
岩
の
露
出

し
た
部
分
が
あ
り
、
特
徴
的
な

岩
に
古
く
か
ら
親
し
み
を
込
め

た
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ち
ょ
う
ど
藤
岡
町
部
分
に
あ

る
の
が
「
三
毳
山
七な
な
せ
き石
」。
公

園
の
南
口
広

場
近
く
か
ら

「
下し
も
つ
け
の

毛
野　

み

か
も
の
山
の　

小こ
な
ら楢

の
す　

ま

ぐ
は
し
児
ら
は　

誰た

が
笥け

か
持
た

む
」
の
万
葉
歌
碑
の
あ
る
三
毳

神
社
の
奥
社
を
目
指
し
て
進
む

と
最
初
に
日
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
の
足
跡
石

に
出
合
う
。
山
頂
中
継
広
場
近

く
に
硯
す
ず
り
い
し石
、
西
に
向
か
っ
て
わ

ん
ぱ
く
広
場
に
下
る
と
途
中
に

夫め
お
と
い
わ

婦
岩
が
あ
る
。

　

逆
に
展
望
台
を
経
て
中
岳
、

ピ
ー
ク
の
青り
ゅ
う
が
た
け

竜
ケ
岳
方
面
の
北

に
向
か
う
と
天て
ん
ぐ
い
わ

狗
岩
、
蝋ろ
う
そ
く
い
わ

燭
岩

な
ど
が
次
々
と
現
れ
る
。
岩
を

観
察
す
る
と
名
前
の
い
わ
れ
に

納
得
す
る
。
広
場
の
案
内
板
に

大
体
の
場
所
が
提
示
し
て
あ

り
、
分
か
り
や
す
い
。

　

佐
野
市
部
分
に
も
佐
野
七
石

が
あ
る
。
石
を
見
つ
け
な
が
ら

山
を
歩
け
ば
格
好
の
休
憩
に
も

な
り
、
七
石
は
先
人
の
知
恵
の

産
物
と
い
え
そ
う
だ
。

▲ハング・パラグライダー場からは、色とり
どりのグライダーが飛び立つ。
◀岩の形がロウソクの炎に似ていることから

「蝋
ろうそく

燭岩」と名付けられている。

　

中田　龍
た つ き

輝ちゃん

完成記念シンポジウム開催

喜多川歌麿「品川の月」高精細複製画

山
市
・
野
木
町
共
催
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
、
知
事
や
近
隣
首

長
が
出
席
。
祝
辞
の
後
、
く
す

だ
ま
割
＝
写
真
＝
や
講
演
等
が

行
わ
れ
、
４
０
０
席
の
会
場
を

埋
め
尽
く
す
来
場
者
が
あ
り
大

　栃木文化会館で 10 月 14 日、市が制作を進めてきた喜多川
歌麿の肉筆画大作「品川の月」高精細複製画の完成を祝い、記
念シンポジウムが開催されました。
　まず、舞台上で「月」複製画の除幕式が行われました。表
具も含め縦 180㎝、横 350㎝ほどの大きな作品が現れると約
1,000 人を集めた会場から大きな拍手が起こりました。
　その後、第１部では、フリーア美術館・日本美術統括責任者
のジェームス・ユーラック氏が同美術館と日本美術の関わりに
ついて、市特別顧問で大和文華館館長の浅野 秀

しゅうごう

剛 氏が「月」
の作品についてそれぞれ講演し、さらに両氏によるパネルディ
スカッションも行いました。
　第２部では、テレビ・ラジオで活躍する山田五郎氏が講演し、
歌麿などを使った本市ならではのまちおこしを提案。会場では、
うなずきながら聴き入る人の姿が数多く見られました。

 文化課 ☎ 21 ‐ 2426

変
盛
況
で
し
た
。
第
２
部
は
、

会
場
を
遊
水
地
に
移
し
て
自
然

観
察
会
が
行
わ
れ
、
約
70
人
参

加
。
講
師
の
説
明
を
熱
心
に
聞

き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
台
風
の
影
響
に
よ

り
悪
天
候
も
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
あ
り

成
功
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

 

総
合
政
策
課 

☎
21
‐２
４
０
２
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市内各地から、楽しい秋の話題が届きました！

　「わたらせスカイスポーツ体験フェスタ（熱気球）」が
10 月６日、スカイフィールドわたらせで開催されました。
搭乗だけではなく、熱気球の組み立てから片付けまで体験
できるコースで、抽選で選ばれた親子 26 人が、元気に楽
しく取り組んでいました。

　

来
年
１
月
14
日
ま
で
巴
波
川
を
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
る
う
ず
ま
冬
ほ
た
る
キ

ラ
フ
ェ
ス
２
０
１
２
の
点
灯
式
が
10
月
19

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
催
者
の
実
行
委
員
長
と
来
賓
が
点
灯
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
幻

想
的
な
光
が
蔵
の
街
を
照
ら
し
ま
し
た
。
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ　

Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
に
よ

る
ゴ
ス
ペ
ル
が
華
を
添
え
、
来
場
者
は
冬
の
始
ま
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　10 月 14 日と 21 日、『2012
おおひら黒大豆オーナー制度引
渡し式』が行われ、オーナー達がたくさん
実った黒枝豆を収穫しました。

　また、この日は、茹でた枝豆や豚汁、新米のお
にぎり、カレーライスなどがふるまわれ、参加者
はそのおいしさに舌鼓を打っていました。
※黒枝豆は、収穫時期によって、黒大豆としても
食べられます。

　第３回都賀スポーツ・レクリエーションフェスティバルが
10 月７日、つがスポーツ公園運動場を会場に都賀地域の全自
治会が参加して行われました。
　玉入れや綱引きなど定番の種
目に加え、今回から水消火器等
を使った障害物リレーも登場。
子どもからお年寄りまでたくさ
んの選手が競技に出場し、会場
は大いに盛り上がりました。　

９
月
30
日
、
第
１
回

栃
木
市
西
方
地
区
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
西
方
地
域
に
と
っ

て
は
合
併
後
初
の
体
育
祭
と

な
り
、
地
域
内
の
各
種
団
体

が
全
て
の
競
技
の
企
画
、
運

営
に
携
わ
る
と
い
っ
た
初
の

試
み
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
競
技
で
は
各
地
区
対
抗

に
よ
り
、
大
玉
転
が
し
や
、

綱
引
き
、
リ
レ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、
出
場
し
た
選
手
に
大

き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。


